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は じめ に

教員養成大学ある い は教員養成系学部で は, 附属学校との

連携に よる共同研究の あり方が近年ますます問われ て い る｡

研究活動 の意義や多様な可能性を示す ことは, 教育学部及び

教育学部における附属学校の存在意義を示すの みならず, 今

や社会的な責務とい える｡

と こ ろで , こ の よ うな視点に立 っ て共同研究の あり方を考

えるとき, ど の ような ス タイ ル が考えられるだろうか｡
一

般

的なもの は, 附属学校ある い は学部の どちらかがそれぞれの

研究の必要に応じて研究協力を求める場合である｡ 本学部の

場令も, 附属学校の実践研究に学部研究者の協力を求める ス

タ イ ル が よ く見受けられる｡ こ の場合, 学部研究者は助言者,

研究協力者, ゲ ス トな どの名称で研究会当日及びその前後に

附属学校に招かれる｡ また, 後半 の ス タ イ ル の場合, 学部研

究者の独自の研究の ため に, 附属学校に協力を求める形をと

られ る こ とが多い ｡ これ ら2 つ の ス タ イ ル は, 教育実践研究

に関する重要な課題意識に基づく限り, そ の意義は明確に示

され るも の で あるとい える｡

しか しながら, こ こ に はさら に第 3 の研究 ス タ イ ル が考え

られ る｡ そ れ は附属学校及び学部ス タ ッ フ の両者の研究要求

に応じて共同研究が組織される場合である｡ 前者 の 2 つ の 共

同研究がどちらか の研究課題に協力する形をとる の に対し,

こ の場合は, 両者の研究課題を提示しながら, そ の共同研究

の論点を調整し, 協議 の もと に研究が具現化され て い くも の

で ある｡ それ故, こ の ス タイ ル に よる研究は, 研究 の目的卜

内容, 方法面に お い て様々 な修正を加えられながらより明確

に な っ て い く特徴をもつ ｡ ま た, 研究 ス タ ッ フ に と っ て もそ

れは自ら の課題意識と関連しており, 研究を進め て い く上 に

お い て
,
主体的で活性化されたもの に なる ことが予想される｡

何よりも附属学校に おける児童 ･ 生徒の教育面に対して も比

較的充実した教育実践が提供される可能性をもっ と思われる｡

こ の観点は学部と附属との共同研究で の連携を考える上で ,

望まし い形と いえる｡

本研究で は, 学部と附属学校に おける共同研究の あり方に

閲し, こ の よ うな論議をふ まえ つ つ , 3 点目の考え方の もと

に附属小学校教員 ( 2 年 2 組担任) , 附属養護学校教員 (高

等部担任 2 名) , そ し て学部教員 (美術教育専攻) の 4 者に

よ っ て教育実践に関する共同研究を組織した｡ そ の上 で , 学

部と附属学校が研究面における連携に つ い て事例を通じ考え

て みた いと思う｡

1 共同研究の目的設定まで の 経緯

研究計画の立案に い た っ て は, まず, それ ぞれ の研究要求

を次の よう に確認した｡

(1) 附属小学校( 2 年生 2 組 : 松浦学級) にと っ て の研究要求

生活科の教科目標の観点
(1)
を ふ まえ

, 自分の こ とだけで

精
一

杯 で あ っ た 1 年生か ら, 周囲の こ と に も気を配られ つ つ

あ る 2 年生に な っ た今, 人々 との適切な接し方を身に つ ける

よう に したい と考え, こ れ ま で指導を行 っ て き た｡

本学級で は, これ まで幼稚園児, 異学年と の交流などを行 っ

た経験はある｡ しか し, より多様な人々 と継続的に触れ合う

こと に より, 子 どもが自分と人々 と の相違点, 共通点 に気 づ

き
,
そ の中で相手の受け止め方, 思 い の伝え方を探り, 自分

の生活をより豊かなも の にするき っ か けとなる ことを期待し

たい ｡ その観点か ら, 障害者に対する王朝牢の必要, 地域 へ の

貢献は重要な課題で あると考える｡

賛
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(2) 養護学校 (高等部 : 早川, 浦上) に と っ て の研究要求

これ ま で あまり地域社会と交流をもて なか っ た知的障害

児
(2) が

,
ノ

ー マ ラ イ ゼ ー シ ョ ン 化する社会の 中で ､ さま ざま

な人々 や健常児とかかわりがもて るため の ｢生きる力｣ を養

う羊とが重要にな っ て く る｡ ま た, 障害者を受け入れる側の

地域社会で は, 障害者の意思や人間性を正当に理解したり評

価したりする力が求められる｡

こ の ような現実の 中で , 教育現場でや っ と知育
一

辺倒から

交流学習や総合的な学習の時間に目を向け始めたの は, お よ

そ 1 年前か らで ある｡ こ の ような意味で , 以下 の研究要求を

あげる ことが で きる｡

①地域 - の働きかけと貢献 ( たとえ障害があ っ て も地域に

役立 っ 人間であると いう自信をも つ こ とが望まれる)

②社会性の育成や発達 (附属学園の仲間である子どもたち

と継続的な交流授業を行うこと に よ っ て , 基礎的な コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン 能力を養う ことが望まれる｡ 言 い換えれば,

健常児とものおじしない で かかわる ことが で きる力と い

える)

(3) 学部研究者 (美術教育専攻) か らの研究要求

これま で , 研究 の
一

方向と して教材の開発を行 っ て きたo

こ の過程で明らか にな っ たの は, 自然素材に よるも の づ くり

などの体験活動は, そ れ自体として有益で ある こと のみなら

ず , その プ ロ セ ス に お い て共通の体験をもと に した円滑な コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が図られ ると いう こと である｡ た とえば,

全く初め て 出会 っ た子ども同士が共通 の もの づ くり体験をふ

まえる こと で
,
旧知の友人の ように話す ことが出来たり, 子

どもと大人 (保護者) が共通 の土台に た っ て ,
一

個の人間同

士の会話が出来るよう に なる事例
(3)
な どがある｡

この ような経験から, 自然素材に よるものづくり の体験は,

発達の異なる知的障害児及び健常児に つ い ても同様の ことが

言え る の かどうかと い う研究要求をかね てか らも っ て い た｡

ま た, こ れ ま で1 0 年 に わ た っ て 学部学生とともに地域貢

献に関わる活動を継続
(4 )
して お り

,
こ の よ うな貢献が社会

に対する大学の役目の
一 つ と なる べ きで あると考え て い た｡

それ故, こ こ に お い て も, 自然素材を用い たも のづくり に よ

る人間交流, 地域 へ の貢献が研究要求として存在して い た｡

同時に , 教員養成系大学にお ける学部と附属学校との共同研

究の あり方に つ い て考えた いと の思 いがあり, 本共同研究を

そ の事例の
一 つ と して取り上げる ことが できる の で は な い か

と考えた｡

(4) 共同研究の目的につ いて

附属小児童, 附属養護学校生徒は, これ ま で前者にあ っ て

は
, 大豆づくりの 取り組みを経て

(5)
,
地域の ス

ー パ ー

に て

黄粉などを安価で販売した経験をも っ て い る｡ 後者 にあ っ て

は
, 自 ら栽培した サ ツ マ イ モ を地域住民に無料配布した経験

をも っ て い る｡ そ れ故, 共同研究における目的として , こ れ

らの経験をさらに発展し, 交流を深め て い く よ うな形が よ い

の で はな いかと の考え に至 っ た占 具体的に は, 教科教育 (美

術教育) の立場か ら行われ て きた土粘土に よるも の づ く り体

験をもと にした交流学習を組織し, そ の プ ロ セ ス で出来上が っ

た作品を地域住民に配布する計画をたて た｡ そ して , その プ

ロ セ ス で健常児と知的障害児の お互い に対する意識や関わり

方がど のように変化して い くか に関して考察しようと考えた｡

この よ うな論議をふ まえ, 本共同研究の目的は土粘土によ

る焼き物作りに よる交流学習とし, 同時に それら の作品を利

用した地域貢献を行うも のとし, 以下 の よ うな計画を考えた｡

ま た
,
こ れ らの交流学習をふまえ, 異校種附属学校間と学部

がどの よう に連携しうるの か に つ い ても考察の対象とした｡

2 研究授業の 全体計画及び研究の方法

交流学習の 全体計画に つ い て は全1 0 時間 の設定で 各回2

時間の 5 回に わたる交流授業を計画した｡ 研究授業は富山大

学附属小学校2 年2 組( 松浦学級) 児童4 0 名及び富山大学附

属養護学校高等部 (早川隆志, 浦上静香担当) 2 1 名を対象

に
, 以下の 日程で研究授業を行 っ た｡ 尚, 授業者は, 1 回目

か ら4 回目ま で竹井が行い , 松浦, 早川, 浦上は記録及び授

業の サ ポ
ー

ト を行 っ た｡ 最終日 に は松浦, 早川, 浦上が進行

を行い記録は竹井が行 っ た｡ な お, 各回 の研究授業で は, 附

属養護学校よ り高等部の教員数名をサ ポ
ー タ ー として依頼し

た｡

研究 の記録は上記研究ス タ ッ フ に よ る写真撮影の他, デ ジ

タ ル ビ デオ に よ る ビ デ オ撮影を行 っ た｡ なお, 附属小学校で

は授業の前後のうちどちらか に , 感想文を求め, 研究資料と

した｡ 附属養護学校で は, 文章表現が可能な生徒は作文で ,

文書表現が不可能な生徒の場合は, 当日の生徒 の 発言や行動

などを観察すること による記録をと っ た｡

1 回目 1 月1 4 日(金) 10 :50 - 1 2:2 0

場 所 : 附属小学校図工 室

テ
ー マ の 提示と土粘土によるゲ ー ム

附属養護学校生徒と附属小学校児童の自己紹介

2 回目 1 月21 日(金) 10 :5 0
- 1 2:20

場 所 : 附属小学校図工室

土粘土による植木鉢作り( 1 回目)

3 回目 1 月28 日( 金)1 0:5 0 - 12 :20

場 所 : 附属小学校図工室

土粘土に よる植木鉢作り( 2 回目)

4 回目 2 月23 日( 水)1 0:5 0 - 12 :20

場 所 : 教育学部窯芸室

作品焼成体験とプレゼ ン ト交換

5 回目 3 月1 7 日( 金)9 :00 - 1 0:3 0

場 所 : 附属小学校図工室

完成した植木鉢をお互 い協力 しながら地域の施

設及び住民に配布
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教員養成系学部 と附属学校 と の 共同研究 に関する
- 試 案

3 研究授業の 経過
- 交流授業の経過に見られ る児童

･ 生徒及び保護者の変化
-

(1) 交流授業に おける土粘土との関わり

今回の交流授業に お い て は染め, 工作など様々 な教材の可

能性を検討したが, ス タ ッ フ と の打ち合わせ の結果, 土粘土

に よる植木鉢作りが選択されたo 以下で は, 1 回目から4 回

目ま で の児童 ･ 生徒 の土粘土素材との 関わりに焦点をあて て

みたい ｡

ア 第1 回目の授業

第1 回目の授業で は, 授業者の はうで あらかじめ設定した,

謎の Ⅹマ ン と い う人物から の メ ッ セ
ー ジ を伝えると ころか ら

はじめる こと に な っ た｡ ｢ 謎の Ⅹ マ ン か ら私の と ころ に手紙

が きました｡ これ を人の役 に立て て欲し い と花の苗をもらい

ました｣ ｡ こ の よ うな メ ッ セ
ー ジ を紹介し, そ れ を入れ る植

木鉢を作 っ て は どうかと提案した｡ こ の設定は, 5 回の授業

と いう制約の 中で地域貢献も計画に盛り込むと いう欲張 っ た

計画で あ っ た の で , 時間面で の調整を行い ながら, 子 どもた

ち に提案する こと に な っ た｡

附属養護学校生徒はこれま で何度か土精土の素材に関わ っ

た こ とが あるが
, 附属小児童に と っ て は全くはじめ て の体験

であ っ た ため, 本時は, 土粘土素材に慣れ親しむ こと, 粘土

遊びを通じて の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン づくりを主眼にお い た｡

植木鉢づくり の話を告げた後, 粘土を媒介に した コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン づ く りとして 1 人約2 k g の 粘土を使用し, 三角すい の

形 に した粘土か らひねりだし によ っ て ｢ 粘土星人｣ を作り,

そ れ に よ っ て お互い挨拶をしあうと いう コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン

を考えた｡ こ の方法は例えば, 教師と生徒の中で コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を とるとき, 両者の間を媒介する第3 者の媒介物, 例

えば腹話術な どの 人形などを導入すること でお互 い の コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン が円滑に図られると い う これまで の研究成果に

基づ い て い る｡

い く らか粘土に触れた後, 球形の粘土を三角す い の形状を

作り, ｢ 実は土粘土は生きて います｡ 中に は粘土星人が隠れ

て い ます｡ 今から土粘土に呼びか けて , 粘土星人に 出て きて

もら いまし ょ う｣ と三角すい の粘土を立て , ひ ねりだしに よ っ

て 各自, 手 を っ く り, 穴 をあ け, 目と 口 などを っ く り生き物

を作 っ た｡ ｢ こ の生き物は粘土星人とい い , み なさん の分身

です｡ 今から, 分身を使 っ て あ い さ つ をして みまし ょ う｣ と

提示すると子どもたちは ス ム
-

ズ に 粘土 に親しみをも っ て 関

わりはじめたo しか し, コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン面 で は, 児童同

士, 生徒同士にお い て は自然になされて い た の に も関わらず,

児童と生徒に お い て は, 人数差 (児童5 - 6 名に たい し生徒

2 - 3 名) も影響し, 積極的な交流はみられなか っ た｡

こ れ ら の関わ りが
一

変するの が ,

一

班20 k g の 粘土の かた

まりをどれだけ高くする ことが で きるかと いう, ｢粘土タ ワ
-

づくり｣ とい う遊び の要素を取り入れた取り組み にお い て で

あ っ た｡

｢ 今から, この 粘土をどれだ け高く の ばす ことが で きるか

競争しますo そ れ で は, よ
- い

,
ド ン ! ｣ と い う合図から,

約1 0 分間 の素材と の関わりを行 っ た｡ こ の取り組みは競争

遊びの要素を取り入れた こともあり, 予想以上の盛り上がり

をみせた (写真1 ) 0

(写真 1 )

終了間際に は, 図土室の机の上に上る児童も出て , それ を

見た生徒が負けじと周囲に ある粘土を上に積み上げるア ド
バ

イ ス をするなど, 遊 びを媒介にする事で活発な コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン が図られたと いえる｡

授業の 終わり に は, 再度, 謎の Ⅹ マ ン の話を出し, 課題を

確認したが, この提案は遊び の後と い う こともあり, 授業者

の予想を上回る子どもたちからの期待感を感じる こと に な っ

た｡

イ 2 , 3 回目の授業

当初の授業計画で は, 全部 で 5 回の授業と いう制約の 中で ,

2 回目の授業に は, 早く も植木鉢づくり の取り組み に入る こ

と にな っ た｡ 上述されたよう に , 小学校児童は低学年で , は

じ めて土粘土を扱うと い う条件が重なり, その方法にお い て

も困難を極めた｡ 通常は, 板づ くりか ひ ねりだ しに よ っ て成

形するのが
一

般的であるが , 今回は, 各自持参した ビ ン や簡

などの周り に ラ ッ プを巻き, そ の上から板状に の ばした粘土

を巻き つ けると い う方法をと っ た｡ 結果的に は, 当初の予想

をはるか に上回る難航ぶ り であ っ た｡ 粘土をうまく巻き付け

る ことが で きない で あろうと予想し, で き るだ け整 っ た形 に

と考えた方法は, ラ ッ プ の な い場所にま で どん どん薄く延ば

され, ビ ン が抜ける可能性を全くなく して しま っ た ケ
ー ス が

2 0 名近くに な っ た ( 写真2 ) ｡ 授業終了後 何とか補修をと

考え悪戦苦闘したが, 修復不可能な作品も数点あり, 性急な

授業の プ ロ セ ス を深く反省すること に な っ た｡

3 回目の授業で は, 1 回目の 反省を ふまえ, ビ ン な どの周

り に新聞紙を巻き付けあらかじめ空間を つ く っ たうえ で , ラ ッ

プを巻き付ける方法をと っ た ( 写真3 ) ｡ ま た, その 高さ に

つ い て も実際の植木鉢を観察し, お よそ の高さを確認し, ボ
ー

ル紙で その高さの目安となる円筒を各班に配布した (写真4 ) 0
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(写真 3 )

(写真 4 )

そ の甲斐もあ っ て , 3 回目 の授業で はようやく授業者のイ

メ
ー

ジ した植木鉢づく りの展開にな っ た｡ 授業終了後の簡を

抜く作業は, ス ム ー ズ に行う ことが で きた｡

基本的な形状を っ くる困敷 こ比 べ , 植木鉢の模様付けに関

して は, 後述され て い るよう に, 子 どもたちに興味をも っ て

受け入れ られる こと にな っ た｡ 基本は後か ら粘土をく っ っ け

て模様を作る方法, へ らや型押し で模様を っ けて いく方法な

どがあるが
, 子 どもたちは思い思い の方法で ユ ニ

ー

ク な模様

を っ けて い っ た｡ ( 写真 5 , 6 )

(写真 5 )

(写真 6 )

この模様付けに つ い て は, 後述されるよ う に , 小学校児童

と養護学校生徒との問にさまざまな コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を生

み出すき っ か けとな っ た とい える｡

以上が 2 , 3 回の授業を通じて の子どもたちの様子で ある

が
,
こ の プ ロ セ ス に お い て , 自然素材とし て の土粘土, 可塑

性のある枯土素材の可能性を再度, 認識する こと にな っ た｡

前者 に関して は, 児童生徒を問わずその土粘土の 感触の良

さを感 L: , 手 で なで たり, は っ ペ た に つ け たりする姿があち

こちで見受けられた｡

ま た, 粘土 の可塑性に関し ても
, 子 どもたち の興味を増幅
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したようだ｡ 粘土に指を っ っ こみ, 穴 をあけたり, 摘ん だり,

ひ ね り出しで突起を作 っ た り, 型押しで何度も模様を っ け続

けたり
, 竹串で穴をあ ける こと に熱中したり (写真7 ) , 多

様な興味, 関心をも っ て取り組む姿が見られた｡ 当初, 粘土

を受け入れる ことが困難であろう養護学校生徒, 将太(後掲)

に お い て も自ら粘土を受け入れる ことが で きた の は, 粘土の

素材として の性質に よると ころが大き い もの と考え られる｡

(写真 7 )

ウ 4 回目の授業

枯土を乾燥後, 次の授業で は子どもたち に土粘土の焼成の

シ ー ン の 見学を取り入れた｡ 大学担当教員の許可の もとに窯

芸室を使用する ことが で きた｡ 焼成 に際し て は, 野焼き
(6)

な どの可能性も検討したが , 安全性, 時間的な制約, 作品保

護などの理由から電気窯を用い る こと に した｡ ま た, 植木鉢

は本焼きに近い温度で焼成されるが, 今回の作品の状態を考

え , 割れなどの可能性の少な い素焼き(約8 00
o

C ) で 焼成する

こと に した｡

授業 で は, 窯の蓋を少し開け, 各自の作品が焼成され て い

ると ころを見る ことが で きるよ う に, 時間を調整した｡ 蓋の

聞から出る熱や オ レ ン ジ色に変色して い る電熱線の ダイ ナ ミ ッ

ク な シ ー ン に 見入る姿が見られたo ( 写真8 )

(写真 8 )

以下 で は, こ れ ら の
一

連の交流授業を通じて変わ っ て い く

子どもたち の姿を附属小学校児童及び養護学校生徒に焦点を

当て詳細に見る こと に した い ｡

(2) 附属小学校児童の場合

①子どもたちの意識の流れを追 っ て

ア 交流学習前の子どもたち

授業前に , ｢ 養護学校の高等部の お兄さ ん , お姉さんと,

もの を っ く る学習をしば らく続ける｣ こ と だけを伝え, 事前

ア ン ケ… ト を行 っ た｡ 大好きな ｢ も の づくり｣ の学習である

こと
, 新し い出会いがある ことなど, 学習 に対する興味は高

か っ たが
, 養護学校の生徒に対するイ メ

ー ジ は当初よくなか っ

た｡

た と えば
,
｢ ゴ ム をと られたりし て い やだ っ た｣ ( 光江) ,

｢ バ ス の 中で大きな声を出して , こ わい ｡ か みの毛を引 っ 張 っ

て
,
らん ぼうされた｣ ( 良子, 純子) な ど, 行 き帰り で

一

緒 に

なる バ ス の中や バ ス 停で の嫌な体験から感じて い る子が多か っ

た｡

しか し
, 興味深い の は, こ の よ うな体験の中に障害児に対

する肯定的な理解も生まれ て い たと いう点である｡

それ は
,
｢満員の バ ス の 中で落として しま っ た手さげを拾 っ

て く れ た｣ ( 由美子) , ｢ バ ス 停で こ ろんだ ときに助け てくれ

た｣ ( 進) な どの記述に よ っ て示され る｡

以下で は , 小学校低学年期に も の づ くりと い う活動を中JL ､

と した直接的な交流体験を継続的に行う ことで , 子 どもたち

の意識がど のよう に変わ っ て い く の かをとらえた い ｡

イ 出会い , 自己紹介, 粘土遊びか ら ( 1 回目の授業)

第 1 回目 の授業で は, 7 つ に分かれた グ ル
ー プ に

, 小学校

児童 5 , 6 名, 養護学校生徒約 2 名が席に つ い た ( 養護学校

生徒に は障害の程度に応じ て補助教員が 1 名付き添 っ た) 0

こ の ような体験は小学校児童にと っ て初め て で , 同じ テーブ

ル に座 っ て い る子どもたち の緊張が, 手に取るよ う に感じら

れた｡ 養護学校の生徒とい う ことだけで なく , 小学校2 年生

と高校生との身体 っ き の違い も, 大きな緊張感を生み出した｡

席 の配置に つ い て は, 教師の意図から, 少人数の養護学校の

生徒を子どもたちが はさむような形で座 っ たが ,
わ ざ と生徒

から離れ て座 っ て い る子どももい たようだ｡

こ の時間で は, 自己紹介 (養護学校生徒か らの ク リ ス タ ル

粘土と名付けられた色 っ き ス ラ イ ム の プ レ ゼ ン ト あり) ( 写

真9 ) と土粘土の ひねりだしに よ る粘土星人づくり で の コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン , 土粘土に よる共同で の粘土タ ワ
ー づくり(写

真1 参照) な ど, 土粘土の遊びが中心の活動で あ っ た｡

授業後の ノー トを見ると, 子 どもたちは活動その もの を大

い に楽しん で い た こ とが分か る｡

例 えば , 粘土星人づくり で はお互い に出来上が っ た作品を

自慢し合い , 粘土タ ワ - で は夢中に な っ て積み上げて いく過

程で障害者, 年齢と い っ た意識も消え, ｢ も っ と高くしよう｣ ,

｢ そ っ ちの 粘土も積み上げて｣ と力を合わせ て活動する姿が

あち こちで見られた｡

-
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こ の ような活動を通じて
, 養護学校の生徒たちの ｢ よさ｣

を見 っ け ようとする児童もみられた｡ たと えば, ｢ 重 た い粘

土を運ん で くれ て力持ちだ｣ (光江) ( 写真1 0) , ｢ 自己紹介で

プ レ ゼ ン ト された クリ ス タ ル粘土は自分たち に は作れない｣

( 健 二) な どと自分たち に は で きな い活動を指摘して い る｡

(写真 9 )

(写真10)

しか し, こ の よ うな理解の多くは, プ レ ゼ ン ト を媒介に し

た関わり で あ っ た り, も の を通した表面的なもの で あ っ たり

して
,
ま だ お互い の気持ちを分かり合える ような深い理解に

は至 っ て い な い と い える｡ な に よ りも, 初 めて触れる土粘土

の感触を楽しむ ことに興味をも っ た 1 回目だ っ たと い え よ う｡

り 植木鉢づくり ( 2 ･ 3 回目 の授業)

2 回から 3 回目の作品づくり で は, 制作 に集中することで ,

自分の世界に入り込ん で しま い , 他者と のかかわりが生まれ

にく い の で はな いかとJL ､配 した｡ しか し, 制作過程で指導者

が意図しなか っ た触れ合い の場面が多く生まれた｡

例えば, 模様を っ け る ス プー ン や フ ォ ー ク の貸し借りの な

か で ｢ か わ い い ね｣ ( 真紀) と作品を認め てもらう, ｢ ぶ どう

の模様がすて きだな｣ (卓夫) と, 他生徒の作品に対するあ こ

がれを感じる場面が見られた｡ これ ら の触れ合い の場面をみ

ると
, 子 どもたちが養護学校の生徒を共通課題に取り組む仲

間として とらえようとして い る こ とが分かる｡ 前時は ｢粘土

を運ん で もらう｣ , ｢ プ レ ゼ ン トをもらう｣ な ど依頼心をも っ

た受け身の活動が多か っ た が, ｢ 植木鉢を つ くる｣ と い う課

題は子どもたちと生徒たちを同じ立場に位置づ けた｡ ま た,

｢ 植木鉢づくり｣ を行う ことは, 自分や自分の作品を強く意

識すること に つ なが っ た｡ ｢ ぼくはス プー ン で型をと っ た け

ど友達は何を使 っ て い るの かな? ｣ ( 太
一

) ｢ わ た しの花の模

様はきれ い に見えるかな ? ｣ ( 睦美) と制作を通じて , 他者 -

の 関心を高め て い っ た と い えよう｡

授業の経過の中で は, 活動 の内容いか ん に かかわらず, 相

手を意識する場面が多くな っ て き た こ とも指摘できる｡ ｢ 手

の跡なん かぜ ん ぜん つ い て い なく て きれ い｣ (慎太郎) , ｢ ス

プ- ン や フ ォ ーク の使 い方もうまく て
,
わ た しも マ ネ した い

な｣ ( 秀子) , ｢ 養護学校の人は何もで きな い と思 っ て い た け

ど, ビ ン に袋を張り付けて い くの がと っ て もうまか っ た です｣

( 弘子) と作業や技能に感心する発言が増えた｡ ま た, 時間の

経過とともに , 個 々 の生徒の取り組み の様子や性格をとらえ

ようとする児童も数名出て きた｡ ｢ セ ロ テ ープがとれなくて

困 っ て い たら使えるよう に近 づけてくれ て優し いな｣ ( 光江) ,

｢ み ん なが静か に して い たら楽し い話を してくれ て人 の 気持

ちを盛り上げてくれる｣ ( 慎太郎) , ｢ と っ て も真剣に つ く っ

て い たな｣ ( 健 二) な ど冷静な観察に よ る記述が見られた｡

エ 窯の見学, プ レ ゼ ン ト交換 ( 4 回目の授業)

約 1 か月 ぶり の交流学習で は , 植木鉢の焼成体験 の た め ,

小学校図工重から大学内の窯芸室に変わ っ た こ ともあり, 再

会にとまど いを感じて い る子どもも多か っ た｡

しか し
, ｢ わ た しの グ ループの お姉さ んが小さく手をふ っ

て く れて , 覚えて くれたん だと思うと, うれ しくなりました｣

( 光江) と あるよう に , これ ま で 3 回の学習は, 養護学校の

生徒と児童たちを個人的な レ ベ ル で つ な がりを っ く っ て い た

と いえそう で ある｡

ま た, こ の 1 か月間, 意識が薄らぐ ことの な い よ う に互 い

に つ く り合 っ た手作りおもち ゃ の プ レ ゼ ン ト交換も子どもた

ちを喜ばせた｡ 児童たちは, 自分 の つ く っ た おもち ゃ をお兄

さ ん は喜ん でくれるかな, 名前を書いたプ レ ゼ ン トの 袋を開

けたらどん な顔をする の だろう, と そ れぞれ に期待しなが ら

プ レ ゼ ン ト を渡した｡ お返しとして , 厚紙と凧糸で つく っ た

｢ ブ ン ブ ン ごま｣ を もらうが, そ れ に はと て も感激した様子

で あ っ た｡ ブ ン ブ ン ごまは これま で子どもたちも作 っ た経験

はあるが
,
それ に比 べ模様がきれ い で丈夫な っ く り に な っ て

お り
,
見本 に見せ てもら っ た回し方の工夫も, プ レ ゼ ン トの

価値を高めたようだ｡

しか し
, 相手を理解すると いう点では, 4 回目の授業は2 ,

3 回目 に比 べ 乏しか っ た｡ そ れ は, 1 回目と同じよう に , こ

の 時間は, 窯を見学するとい う初め て の大きな体験が中心で
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あ っ た こ とが影響して いた よ うだ｡ 逆に , 焼成体験は子ども

たち に焼き物に対する関心を拡大させたと いえる｡ ｢ 窯があ

んまり熱い の で , 顔が ジリ ジリ してきました｣ ( 太郎) , ｢80 0

度 で焼 い て い ると聞い て び っ くり しました｣ ( 秀子) と驚い

て い る児童も多か っ た｡ ま た, ｢ 自分 の植木鉢はどん な風に

で きあが っ て い るかな｣ ( 真美) と い う関心も高く, 焼い た後

の色の 変化, 指 で はじい たときの変化の ある音の おもしろさ

を楽しん で い る子どもも いた｡

授業後の ノー ト に は, ほ と ん どの子どもが もら っ たプ レ ゼ

ン ト に関する ことを書い て おり, 今回の 関わり は1 回目と同

樵, もの を媒介に した表面的な理解で あ っ たと い える｡

オ 植木鉢の配付, 学習を終えて ( 5 回目の 授業)

最終回の授業で は, 焼成して で きあが っ た植木鉢に三色 ス

ミ レ を植え, 知 らない近隣を尋ね , 植木鉢を無料配布した｡

そ の際, 自分たち の思い を伝える ことは, 子 どもたち にと っ

て大きな不安材料であ っ た｡ それ で も, 次 の家に走 っ て行く

と い う子どもたち の様子や, ｢ こ と ばを言うとき, ドキ ド キ

したけどがん ば っ て言えた｣ (純子) と ノー ト に書い て い る内

容か ら, む し ろそ の不安, 緊張を楽しんで い る感が強か っ た｡

( 写真11) そ れ は, ｢ 植木鉢を配 っ て
, 地域 の人 に喜ん で は

しい｣ と い う期待感や ｢ みん な で作 っ て , みん な で配 っ て い

る｣ こと - の 自信と無関係で はない と思われる｡

(写真1 り

配布後に, 活動報告と最後の交流の時間をと っ た｡ 子 ども

たちはどんな思い で最後の別れをした のか , そ の記述を取り

上げて みたい ｡

は と ん どの子どもは, 当初, 3 月ま で の 5 回の学習を長い

なと感じて い たが, 実際は多くの児童が ｢ とて も短く感じた｣ ,

｢ も っ と続けた い｣ , ｢ な か よくなれ て うれ しか っ た｣ と書 い

て い る｡ ま た, 当初, 自分たちとは全然違うと思い込ん で い

た養護学校の生徒を, ｢ 友達なん だ｣ , ｢ 仲間だ｣ と とらえら

れるよう にな っ た子どもも多か っ た｡ ｢ 別 れ て も バ ス 停 で声

をかけた い な｣ , ｢今産からはお話した いな｣ と書い て い るo

少数 で はあるが, そう い う心が変化した自分に気付き, い ろ

んな人々と触れ合う学習を通して も っ と豊かな心をも っ た人

間になりた い と, その 後の交流学習を望ん で い る子どもも見

られた｡

次 に , 個 々 の子どもがど の よ う に変わ っ て き たの か授業後

に書いた ノー トをもと に探りた い ｡

② 子どもが障害者を理解して いく過程

子どもたちは, 植木鉢づくりを通して障害者と触れ合う こ

とに よ り, それ ぞれ の感想を書きとめるが , 個 々 の子ども に

よ っ て ｢ 障害者を理解する｣ プ ロ セ ス に違 いがみられる｡ こ

こ で は
, 授業後の感想文から特徴的な事例をとりあげて みた

い ｡

ア 良子の場合

良子は, 以前ごはんを自分で食 べ る こ とが で きず, 食 べ さ

せ て もら っ て い る脳性ま ひ の障害児を見た経験が あ っ た｡ 不

思議そ う に し て い る良子に母親は, ｢ 脳性ま ひ と い う病気に

かか っ て い るけれど, あ なたと同じ人間なんだよ｣ と教えた｡

しか し, 母親 に教えられ , 頭 で分か っ て い て も, 良子に と っ

て障害者は理解しがた い存在であ っ た｡

学習前の ノー ト で は, 交涼学習の話を聞い て 1 月13 日の

感想文に次の よう に書 い て い る｡

わ た しは, えーと言いました｡ どう して かと い うと,

1 年生の とき にかみ の毛を触られたり, じ ろじろ見られ

たりした ことがあ っ て , い やだからで す｡

そ ん な良子が, 養護学校の生徒と初めて活動した日 には,

｢ 初め は ド キ ッ と した けど, 養護学校の お兄さ ん やお姉さん

は見か けが少し変わ っ て い たり知能が遅れて いたりするだけ

で した｣ と書い て い る｡

そ れ が
,
2 回目の 感想文 ( 1 月2 1 日) で は ｢ わ たしは,

養護学校の人が い きなり近く に来ると, び っ く り します ｡ で

ち
, 今で は少しなれ て きて , こ の交流が楽しみで す｡ そ して ,

や っ と こ の お兄さんやお姉さ ん たちは, 見かけ, 声が変わ っ

て い るだ けで
, 本当にみ ん なと同じ人間なんだと分か っ て き

ま した｣ と実感を込めて書 い て い る こ とが分かる｡

3 回目 ( 1 月2 8 日) で は, 養護学校の 生徒に関する記録

が見られなか っ たが, 最後に は ｢養護学校の人たちと
一

緒 に

作 っ た植木鉢を焼いたら, ち
-
っ とすて きな作品に な っ て は

しい なあ｣ と書かれる こと になる｡

こ こ に は自分だけ で つ く っ た植木鉢だ けで なく, ｢ 養護学

校の人たちと
一

緒 に作 っ た｣ 特別な植木鉢なの で あると い う

意識がみられる｡

良子の他 に も, 配付した植木鉢を養護学校のお兄さん ,
お

姉さ んと自分たちの ｢ 友情 の証｣ , ｢ 大切な宝物｣ と してとら

え て い る子どもが多く見られた｡

そ し て
,
5 回の交流学習を終えた良子は次の ように表現す

る｡

はじめは
, 交流学習をするのが いやだ っ た けれど, や っ

て い る うちに楽しくな っ て , や さ し い お兄さ ん , お姉さ

んだと分か っ て きました｡ 私 たちは, よ う ご学校の人た

ちの よさを知る ことが でき, とて もよい交流学習になり
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ました｡ ( 中略) こ れからも い ろん な人と交流を した い

です｡

頭で分か っ て い た障害者の存在が, 直接かかわる ことを通

して実感が伴い , 相手の よいと ころを認め ると ころまで変わ っ

て きた例と推測される｡

イ 純子の場合

純子も, 本学習に向けて抵抗があ っ た子どもの
一

人で ある｡

わ た しは
,
正直言 っ て心の 中で はい やだと思 っ て い ま

す｡ なぜ かと いうと
,
よ う ご学校の人にかみの 毛を引 っ

ば られたりしたときに 強く感じたから です｡ だ か ら, こ

の機会に い やだなとい う心を直そうと思います｡

心優しく , 真面目な純子は, ｢ 嫌だな｣ と思う月分の心を

嫌だなと感じて い る｡ そ して , そ の嫌な自分を変えようとし

て い る こ とが分かる｡ 純子は, 1 , 2 回目の交流を通して ,

自分の心の変化を次の よう に分析して い る｡

まだ い やだなとい う心はあるけど
, 前より は少なくな

りました｡ わ た しは少し分か っ た ような気が します｡ 病

気 で も優し いなど, よ い と こ ろがあると い う こと です｡

ま だ よう ご学校の人たちと勉強する機会が あるの で ,

も っ と も っ と仲良くなれると い い で す, も し仲良くなれ

たら
, 前 よりず っ とず っ と よ い自分になれるような気が

します｡

少 しお話をすると, とて も楽しか っ たで す｡ も う気持

ち悪いとか いやだと い う気持ちは, 風と い っ し ょ に飛ん

で い きました｡ だか ら, も う 二度と気持ち悪い とか思わ

な いと思います｡ こ れからもよう ご学校の人たちと勉強

するのが楽しみで す｡

こ れ らの 表現を通 C , 純子の 障害者に対する気持ちの変化

が よく分かる｡ こ の よう に変わ っ て い く自分に気付い て い る

子どもも多く ,
以下の ような図を使 っ て表現する子どもも い

た｡

そ して
, 純子は最後の ノー ト で

,

最初会 っ た ときは, い や だな思 っ て い ました｡ そ れか

ら会 っ た り話したりして いく問に , とて も仲良くなりま

した｡ で も, お別れするの はち ょ っ と い や です｡ バ ス で

会える人もい るけど
, 会えな い人もい る の で さびし い で

す｡

と書 い て い る｡

学習前の抵抗が大きか っ ただ けに; 共 に話をしたり活動し

たりする ことを繰り返す中で , 抵抗が消え, も っ と親しくな

りたい とま で思うよう にな っ た事例で ある｡

ウ 光江 の場合

光江は
,
良子や純子とは違い, 微妙な心 で学習に入 っ た｡

学習に入る前の ノー トで は次の よ うに述 べ , 授業 へ の不安を

表現した｡

ど うなる のかな｡ ずう っ と前 に ゴ ム をとられたりした

けど, お も ち ゃ づ くり のときは, な ん となくい い人だな

あと思 っ た こともあります｡

入学時の通学の バ ス の 中で髪をしばる ゴ ム をとられた経験

は, 光江に障害者は嫌だと いうイ メ
ー

ジを植え っ けた｡ しか

し, 1 年生 で行 っ た中等部との た っ た 1 回の お もち ゃ づくり

の交流で
, 少 しそ の印象が変わ っ たo ただ, そ れ は ｢ なんと

なく｣ と表現されるもの で あ っ た.

1 回目の活動で は, 養護学校の真由美が重たい粘土を運ん

でくれた こ とが 一

番心 に残 っ て い た｡ そ ん な光江が真由美に

親近感を感じたの は, 2 回目 に光江の持 っ て き た模様を っ け

る型を借りたとき で ある｡

真由美さん が, わ た しが持 っ て き た型をか してと言い

ました｡ わ た しは, ｢ い い ですよ｣ と言 っ て か ら
,
す ご

く感げきしました｡ 今度は, わ た しから話しかけた い で

す ｡

1 回目 で は
一

方通行であ っ た思 いが, 型の貸し借りで双方

向に行き交 っ た こ と に , 光江は感激して いる｡ それ は, 1 年

(図 1 ) 由紀の ノ ー

トよ り
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生 のときの交流で も感じる ことの で きなか っ た気持ち で はな

か っ たか ｡ そん な心 の高まりは, 光江に ｢ 自分か らはたらき

かけよう｣ と い う勇気を与えた｡ 結局, 3 回目でも光江は声

をか ける ことが で きなか っ たが
, 多数の子が窯の見学や プ レ

ゼ ン ト交換に心奪われ て い た4 回目で , 思わ ぬ交流があ っ た｡

今 日, 植木ばちを見に大学 へ 行きました｡ 部屋 に入 っ

た ら
, 同じグ ループ の真由美さん が手を ふ っ てくれま し

た｡ わ た しは, ｢ わ あ ,
わ た し の ことを覚え て い て くれ

た んだ｣ と思 っ て
, 感激しました｡

芦もかけられず ,
1 か月もた っ て しま い , 心 を通じ合わせ

る ことをあきらめて い た光江｡ そ ん な光江にと っ て , は ん の

一

瞬 でも手を ふ っ て く れたと いう事実は, 心の交流が途切れ

て いな い こ とを実感させ て くれる こと に十分すぎる証と受け

止められたと いえる｡

5 回目の植木鉢の配布では, ま るで友達と競い合うよ う に,

｢学校から出発するとき, 『みん な喜ん で くれるか な』 と ドキ

ドキ しながら学校をでたけど, 真由美さ んがと ても張り切 っ

て い た の で , わ た しも負けな い よ う に が ん ば っ て配 っ た｣ と

ノ ー ト に書い て い る｡

そ して , 光江の最後の ノー ト に は, 次の よ う に書かれる こ

とに な っ た｡

お別れする の は悲し い で す｡ な ぜかと いうと, 大切な

友達とはなればなれ に ならなき ゃ い けな いか らです｡ で

ら
, 真由美さんや他の人たちともバ ス に乗 っ て い くから,

い っ し ょ に お話した い です｡

役割を分担して意図的に ｢ よ さがみえるよう に｣ しなく て

ち
, 物の 貸し借り, 出会 っ て手を振るとい っ た小さな交流の

繰り返しが, 自分とは違う存在を友達の よう に感じるま で に

して くれるとい える｡

｢ 学習を終えて｣ の ノー ト に は, ｢ 3 年生に な っ て歩 い て も

会えるとい い な｡ 裕介く んと友達になれ て うれしか っ た, 少

しずっ 養護学校の人の気持ちが分か っ た よ うな気がします｣

などの感想も書かれ て い た｡

③ 交流授業を通 じて変わる子どもたちの意識の変化

今回の交流授業で は, 交流学習をより効果的なも の にする

ため に
,
い く つ か大切に した ことがある｡ そ れが どの ような

かたち で児童たち の意識の変化に つ なが っ た の かを考え て み

たい ｡

ア 継続するという視点か ら

附属小学校と養護学校とは これま で定期的に交流を行 っ て

きた
(7)
が
,
そ れ らは行事として 位置づ けた1 回限り の もの

が多か っ た｡ そ こ で , 本交流学習で は1 月から の 3 ヵ 月間,

計5 回と い う継続的な学習を取り入れる こと にな っ た｡ こ の

継続授業の中で は
一

度の交流で は生まれな い と思われる児童

の意識の変化が見られた｡ そ れ は, 先述した良子や純子そ し

て光江の例にお い て示したとおり であるが , 今回の交流授業

を通 じ 人的な交流にま で深ま っ た ケ
ー

ス もあ っ た｡ 例えば,

幸枝は事前の ア ン ケー ト で次の よ う に自己分析して い る｡

わ た しは
, 今 とて も心配な気持ちです｡ 仲良くなれる

かどうか分からない からで す｡ わ た しは仲良くで きると

思う けど, あ ち らが分からな いから です｡

しか し
,
ア ン ケ- ト の言葉とは裏腹に

, 幸枝は初めて会 っ

た図工室で の授業で は養護学校の生徒を自分か ら避け, 友達

の様に座るよう に して い た｡ そ して , 1 回目も2 回目も養護

学校の生徒に関することは
, 授業後の ノ

ー

トに は書かれなか っ

た｡ そん な幸枝に変化が見られた の は, 3 回目の授業で あ っ

た｡ それ は, 養護学校の生徒とのや りとりの過程で , 気 の合

う友達の中で よくみられる冗談とな っ て あらわれ た｡

洋くんが ｢ や りなおし -

｣ と大きな声で言 っ て い まし

た｡ わ た しは, ｢ や っ ぱ り変な ことをい う の は, し ょ う

がない ね｣ と思 っ て い ました｡ 佳治く ん とか ,
も よ うを

し っ か り作 っ て い て上手で した｡

人 な っ っ こく
, 気の 合う友達に は冗談を言い合う幸枝が

｢ し ょ う がな いね｣ と書 い て い る の は, 決 し て蔑視して い る

の で はなく
, 洋を仲間として見て い る証拠で あり, 模様 の つ

け方で は佳治の よさをとらえようとして い る こ とが分かる｡

4 回目 のプ レ ゼ ン ト を渡したときは,

わ た しは
,
あげたとき ｢喜ん で くれるか な｣ と心配で

したが
, 洋く ん や佳治く ん は ニ ヤ ッ と笑 っ て う れしそ う

で した｡ そ し て , 袋 を見て開けようとして い ました｡ わ

た しは
,
｢ 早く袋を開けた い ん じ ゃ な い か な｣ と思 っ て

い ました｡ も し, そ うだ っ た らき っ と心 の中は ド キ ドキ

ワ ク ワ ク だと思います｡

と
, 養護学校の生徒の表情をし っ か り見て , 相手 の気持ちま

で想像しようと い て い る ｡

自分が気づかな いうち に障害児に対する壁が崩れて きた幸

枝は, こ の よ うな体験をもと に学習を振り返り, 自 らの気持

ちを次の よう に表現する｡

もう終わりだと思うと, 悲 しくなりますo で も, バ ス

停とか で高等部の人たちとは会えると思うし, わ た した

ちはみんなとちが っ て会話が できるの だか ら, ぜん ぜ ん

気 にする こと峠ありませ ん ｡ で も, た っ た 5 回で終わる

なん て
,
も っ たい な い ような気がします｡ こ ん な に短 い

の なら
,

･

1 学期からやればよか っ たで す｡

継続的な交流学習に より, 思 い を伝えたり受け止めたり で

きるよう に な っ た幸枝だから こそ , ｢ もう終わり｣ , ｢ 1 学期

-
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か らやれば よか っ た｣ と い う言葉が出て くるの だろう｡

前述の光江も3 回目ま で の心の高まりが ,
4 回目の再会の

場面に生きて い る｡ しか し, 子 どもによ っ て は ｢ 仲良くなり

た い｣ と い う思 いがあ っ て も, な か なか行動に移せな い子ど

もも多い｡ ま た, ｢ 養護学校のお兄さんやお姉さ ん は本当は

い い人で , 帽子を取 っ たりするの は, 友達 になりたか っ たか

らだと思います｣ と, あ る男児が書い て い るよう に本当の意

味で理解するため には, そ れ に ふ さわしい時間と場が必要だ

と感じる｡

イ ものづくりに関わ っ て

真紀は, 図工科が好き で楽しく取り組むが , 技能が伴わず

友達か らの作品の評価は高くはない ｡

そ ん な真紀がた い へ ん気分よく, 2 ･ 3 回目の植木鉢づく

りを行 っ た の は, 養護学校の生徒から自分で作 っ た植木鉢を

｢ か わ い い ね｣ と は めて もらえたか らで ある｡ 真紀は, 養護

学校 の 生徒に認められた こと により,
一

気に親近感が増して

い っ た｡

5 回目の交流で は,

植木ばちを配るとき , よう ご学校の お兄さん が言葉を

忘れて因 っ て い るとき に代わり に言 っ て あげたら, とて

もよ ろ こ ん でくれ て , 自分もうれ しくなりました｡

一

方通行だ っ た思 い が , 互 い に つ な が っ た こ とを真紀が実

感できたか らで あろう｡

後述するよう に, もの づ くり, 特に粘土は小さい子どもか

ら大人まで 楽しめる素材で あり, さま ざまな観点から の工夫

も可能で , お互 い の評価も できる｡ 子どもたちが養護学校の

生徒の模様の つ け方などに よさを認める場合もあれば, 真紅

のよう に認められる こと に よ り養護学校の生徒を身近な存在

と して位置づ けて い っ た子どもも多い ｡

り 地域 へ はたらきかける ことに関連して

小学校1 , 2 年生の生活科で は, 身近な人々 , 社会及び自

然を学習の対象とする ことから, 地域との つ ながりは切 っ て

も切れな い もの があ る｡ 特 に, 本学級で は ｢他に かかわる力

を育む｣ こ と を大切に しなが ら4 月か ら授業を展開し, l l

月 に は フ リー マ ーケ ッ ト を行 っ た経験もある｡ そ の た め ,

｢ 地域 へ はたらきか ける｣ こ とを交流学習の 計画の 中に入れ

た こと の意味は大きか っ た｡

養護学校との交流, 地域 へ の発信がどの よう に作用し合い,

子 どもを変え て い く の かが興味深か っ た｡ ｢ 養護学校と小学

校で地域の役に立 っ こ とばで きないか｣ が, 授業 の始まりで

あり, 子どもたちの意識もそ こから ス タ
ー

ト して い る｡

ただ
,
もの づくり (粘土遊び, 植木鉢づくり) に熱中する

場面で は, 子 どもの 意識の中から ｢地域 へ はたらきか ける｣

と い う思い は弱くなるの で はない かと予想して いた｡ しか し,

｢ 植木鉢をよ い もの に した い｣ と い う子どもの願 い の根底に

｢ こ れ は地域の人に プ レ ゼ ン トするものだから｣ こ そ, よ り

い い もの を作りた いと い う思いが流れて い る子が数名見られ

た｡ そ れ は, 焼 き上が っ て き た植木鉢を見た子どもの感想か

らも分かる｡

とて も よ く で きました｡ お花もきれ い に仕上が っ て き

ました｡ こ れ なら学校の近くに い る人にもわたせます｡

( 由紀子)

で きばえがよか っ た し
, 近所の人が喜ん でくれたら い

い です｡ ( 健二)

植木鉢づくり の中 では, 自分 の使う分もと いう配慮から2

つ 作 っ た慎太郎の植木鉢の ひと っ が割れ て しま っ た｡ しか し,

焼き上が っ て きた日 の ノー ト に は, ｢ 早くお花を構え て学校

のまわりの人 に配 っ て あげた い です｡ 喜ん で くれるとうれし

い で す｡ そ し て , ぼく の作 っ た植木鉢でお花が咲い たら い い

です｡ 配る日が待ち遠しい です｣ (慎太郎) と, 残 っ たひ と つ

を地域の人に プ レ ゼ ン トする ことを決め, 喜 ん で もらう こと

を楽しみ に した｡

配付 の 日, ほ と ん ど の子が ｢学校の まわり の人が喜ん でく

れ てうれしか っ た｣ , ｢ あり がとうと言われて , が ん ば っ て よ

か っ た なと思 っ た｣ と充実感, 満足感を感じる ことが できた｡

花 と
一

緒 に配 っ た子 どもが作 っ た プリ ン ト( 図2 ) に は,

｢ 小学校の 2 年 2 組と養護学校の高等部がなかよくな っ て｣

と書かれて い る｡ 共に作り, 共 に配る, この植木鉢は, お互

い が理解し合えた証で あり, それ を学校のまわりに飾る こと

に は特別の意味があ る の だと子どもたちは考えて い る｡

植木鉢 と 一 緒に 配 っ た プ リ ン ト(図 2 )
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初め て作 っ た た っ た ひ と っ の 植木鉢を配 っ た慎太郎も,

｢ 植木鉢を大切に使 っ て も ら っ た り, 作 っ た植木鉢の 花が気

持ちを安らげて くれたりしたら, 人の役 にた っ た こ と に な っ

て う れしい です｣ と感想を記した｡

次 の 日から, 子 どもたちの植木鉢が学校の まわり の あち こ

ちで 見られるよう に な っ た｡ ｢ 先生,. 向
か い の文房具屋さん

の 店の前 に置 い て あ っ た よ｣ ｢ ぼく の が , 庭に飾 っ て あ る の

が見えた｣ と うれしそう に子どもたちが報告に来た｡

後 日, 地域の方からうれ しい お便りが届い た｡ お礼 の手紙

であ っ た｡

ふ ぞく小学校 2 年2 組 の みなさん

よう ご学校高とう ぶ の みなさ ん

この たびはすて きなお花をありがとうござ いま した｡

せ か い に 一 つ しか な い
,
か わ い らしい はち に , 春 をか ん

じる パ ン ジ - を うえ て おくばりするとは, なん て す て き

な アイデ ア で し ょ う｡ まだ風は つ めた い で すが , み なさ

ん の あたたかなおきもちに
,
心 はもうぽかぽかと春にな っ

た よう にか ん じました｡ か ぞくみんな で大事にそだ てた

い とおも っ て い ます.

と き どき見にき てくださ いね｡

ほ ん とう に みなさ ん の やさしさありがとう ござ いま し

た｡

五 そ う 0 0 0 0 - 0 0 0 0

そ の手紙に皆, 真剣な表情で 内容を聞き入り, ｢ 自分たち

もみ ん なの役 に立て た｣ と い う言葉や満足げな笑顔が見られ

た｡

(3) 附属養護学校生徒の場合

①子どもたち の意識の流れを追 っ て

ア 交涜授業前の生徒たち

養護学校で は, 行事や他の授業との都合があり, 事前学習

の時間は とれなか っ た｡ 授業 の前日 に , 全員 に対して ｢ 大学

の竹井先生と, 附属小学校2 年2 組 の友達や松浦先生と
一 緒

に
, もの づ くり の授業をする｣ とい う説明のみを行 っ たo

それ に対する生徒たちの表情や ｢ え
ー

つ｣ と い う声などか

ら, ｢ い っ も と違うと ころ へ 出か けて勉強をする｣ こ と, あ

るい は ｢ 高等部の先生で はな い人に勉強を教わる｣ こ とに っ

い て 驚きや戸惑い を感じた生徒が多か っ た よう に推測され

た｡

しか し
, 中に は ｢ 本当に , あ の何とかち ゃ ん たちと

一

緒 に

勉強するの ? ｣ ( 裕介) と確認を求め て きた者もいた｡ 小学

生の胸の 名札が漢字で書かれ て い るため, 名前が読めなく て

こ の ような表現にな っ た の だが, 授業の説明が い っ もとは随

分違うの で ｢ 何か今ま で とは違 っ た こ とが起 こるの で はな い

か｣ と好奇心を刺激されたようだ｡

養護学校に は, 新 しい こ と に取り組む のが不得手な生徒が

多い o ま た顔な じみ でな い人との コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン に 時間

がかかる生徒がはと
･A J どで あ る｡ そ の 中で , もの づ くり の活

動を中心に した交涜体験を積み重ねて い く こ とで , 知的な障

害をも っ 生徒たち の意識がどの よ う に変化して い く の か考え

て みた い ｡

イ 出会い , 自己紹介, 粘土遊び ( 1 回目の授業)

第1 回目 の授業で は小学校の 図工室に入ると, 小学生の視

線が養護学校生に集ま っ た｡ 生徒は注目された こと, い っ も

とは違う場所に来て勝手が分か らな い こ と, こ れ から何が始

まるの か今ひと つ分からな い こ と, な どから緊張を隠せな い

様子であ っ た｡ そん な中で も, 裕介など
一

部 の生徒は自分か

ら ｢ こ ん に ちは｣ と積極的に話 しか け, 子 どもから挨拶を返

されて嬉しそう に し て い た｡ こ れ は新しい こ と に取り組む の

が好きな生徒, あ る い は積極的に周りとかかわ ろうとするタ

イ プの生徒に見られた姿で あ っ た｡

教師側で決め て お いた 7 つ の グ ル
ー プ に分かれ, 小学生の

子どもたち に混じ っ て テ
ー ブ ル に つ い た｡ しか し, ほ とん ど

の生徒は ｢ い っ も と違う｣ 場所, 先生, 友達 に緊張し, な か

なか子どもたちと目を合わせ られなか っ たo そ れ で も, 何人

か の生徒は, 子どもをちらちらと窺い なが ら, 小 さ い声で教

員に話しかけて い た｡ 相手 に関心がな い わけで はなく, 聞き

た い こ とはあるが緊張して直接聞く ことが で きな い , と い っ

た印象だ っ た｡ そ の声を聞き つ けた子どもが , ｢先生, 何 て

言 っ て い る の ? ｣ と教員に問いかけて 内容を知ると いう状態

で
, 意思を交換しよ うと い う思 い はあるが , 教員を媒介とし

た間接的なもの で あ っ た｡

そ の ような間接的な関わりが, 児童に対する直接的な コ ミ ュ

ニ ケ ー

シ ョ ン に 変化したの は粘土遊びか らで あ っ た｡ 粘土星

人づくり で はお互い の作 っ た物を見せ合 っ て楽しみ, 粘土タ

ワ
ー で は自分たちの タ ワ

ー を崩れ にくく, よ り高い塔 に仕上

げるため に , 夢中で粘土を積み上げるうち に年齢も障害の 有

無も関係なく な っ て い っ た様子だ っ た｡ ｢ こ こ , も っ とた く

さん粘土を っ けて ! ｣ と子どもに言われた養護学校生が ｢ ま

か して ! ｣ と作業を引き受けるなど, 小学生と養護学校生が

一 体 とな っ て活動する姿が図工室の あち こ ち で見 られた ｡

( 写真1 2)

(写真1 2)
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授業前の検討会で , 初回の授業は, 直接
, 素材体験や素材

を使 っ た遊びを取り入れる ことを決めた｡ こ の遊びを重視し

た授業構成が交流をより自然な形にすると考えたか らで ある｡

児童 ･ 生徒たちの 先の様子から分かるよう に , 結果的に こ の

導入が あ っ た こと で , 生徒たちは大学の先生や小学生となじ

む ことが でき, 授業の雰囲気の高まりも生まれ て きたようだ｡

ウ 植木鉢作り ( 2 回目 ･ 3 回目の授業)

窯業班に所属した経験のある生徒以外は, 今回の粘土を使 っ

た も の づく り に つ い て
,
｢ 自分に で きる の だろうか｣ と い う

不安感を抱い て い たようだ っ た｡ 加 えて , 信楽粘土 板づく

りの製法は高等部の生徒全員が初めて接するもの で
, 小学生

同税 自分の こと で精
一

杯 に な っ て しま い , 他者とかかわる

余裕がな いか もしれな いと考え て い た｡ さ ら に , 粘土の感触

や手が汚れる ことを好まな い生徒, あま り器用で なくものづ

くりその も の に やや苦手意識をも っ て い る生徒が, 今回の授

業に対して どの ような受け止め方をするの かなど
, 実施しな

ければ予想の つ かな い点はいく つ もあ っ た｡

だが
, 高等部の生徒はも のづくり の経験をすで に ある程度

積ん でき て い る｡ そ の中で , ほ と ん ど全て の活動が初め て の

経験に近い子どもに , 自分 に で きる範囲で力を貸そうとする

生徒もいた｡ 作業学習で窯業班に所属し, 土 の扱い に慣れ て

い る真由美の例を述 べ る｡ 彼女は 1 個目の植木鉢を作 っ た後,

図工室内に展示して ある小学生の作品を丹念に見て歩い て い

た｡ しか し, 教員に声をかけられると, 苦心して い る友達の

作業を映く手伝 っ て い た｡ そ して , 2 個目に なると, 成型か

ら模様付けま で教員の予想以上に早く仕上が っ た｡ 手持ち無

沙汰にな っ て各テ
ー ブ ル を見回る よう に図工室内を歩き始め

た真由美だ っ た｡ しか し, 歩 い て い る途中, ｢ 穴開けが うま

くいかな い｣ と っ ぶ や い た子どもの もと に足早に行き, 自 ら

手伝 っ た｡

この凍れから推測すると, 真由美の 一 人歩きは単なる逸脱

で はな い と思われる｡ 本人の意識と して は, 友達や子どもの

様子が気に なる の で見 に行 っ た とい うと ころで あろう｡ 実際,

｢ 真由美さん なんか変に な っ ち ゃ っ たよ｣ とに呼ばれ, ｢ ど

こ が どうな っ たの ? ｣ と作業を手助けする場面も見られたか

らで ある｡

ま た真由美は
, 歩 きながらも手に し っ か りと自分の作 っ た

植木鉢を持 っ て い た｡ そ して顔を合わせた教員に仕上が っ た

こ とを報告し
,
そ れ を見て もら っ て い た｡ これ は達成感を

一

人で味わうだけで は物足りなくて , 周り に もそれを認め て は

しい と彼女なり に訴え て い たの で はな い かと思われる｡

次 に , 粘土の感触を好まない生徒の 変化に つ い て 述 べ る｡

将太は, 1 回目の粘土遊びで はなかなか自分から粘土に手を

出さず, 教員が手を添えて粘土星人を作るなど の直接の支援

を受けて い た. それ が植木鉢づくり で は, 声 がけに より自分

で作業を進めるよう に な っ て い っ た｡ それ は, 教員があち こ

ちの 児童生徒に支援をしなければならず
, 彼 だけに集中して

支援をする ことが不可能だ っ た こ と に もよる｡ しか し, 彼 は

以前に は粘土を扱うのが どうして も嫌で教室を飛び出した行

動もみられただけに , 今回の活動に は先述した粘土の感触の

よさや可塑性の高さな どの土粘土の特性に気づ いたり, 児童

たちと の関わり に興味をもっ ことがあ っ た の で あろう｡

ま た, 今回作る植木鉢は, ｢ 学校 の近所の皆さんや
,
い っ

も お世話にな っ て い る人 に プ レ ゼ ン トする｣ もの で ある こと

が指導者か ら発表され て い た｡ そ れ を意識して制作に のぞめ

るか どうかは
, 予想 の つ かなか っ た点 の

一

つ で あ る｡ しか し,

もの づくり にやや苦手意識をも っ て おり
, 授業の途中で作業

を中断して しまう こともある浩二 の ような生徒で も, ｢ ひ び

の入 っ た植木鉢だと, 使 っ て い る うちに壊れ ち ゃ うかもしれ

な いよね｡ 粘土をよく練 っ て お こ うよ｣ な どの声をかけると,

｢ はい ! ｣ と それぞれ に努力して作業を行 っ て い た｡ 作業学

習で の経験, 学習発表会で の作業作品販売の思い 出か ら,

｢ 人に使 っ て もらうもの を作る｣ こ と へ の意識は育 っ て い る

と い う下地もあるが, 自分の もの を作る時とは取り組み方,

思 い入れが異なるような態度などが見られた｡

エ 制作から焼成の間に

粘土を乾燥するな どの時間の 関係上, 制作から焼成の見学

まで の間 にやや空白の時間があ っ た｡ そ の間 に ｢ 先4i , あ の

植木鉢どうな っ たの ? ｣ と聞 い て く る生徒が少数で はあるが

い た ことば見逃せな い｡ もの づくりの活動 (植木鉢を作 っ た)

を した ことで覚えて い たの か, そ れと も交流学習 (小学生と

一 緒 に授業を行 っ た) に つ い て覚えて い た の か, あ る い は異

校種学校間の共同授業で の作品と いう こと で印象に残 っ て い

た の か
,
それ は生徒に よ っ て異なるで あろう｡ い ずれ にし て

も質問をして きたの は, な ん らか の理由で ｢ あ の植木鉢｣ が

気 にな っ て い た生徒で ある｡

窯の見学に行くま で の 問に , 生徒 に ｢ 小学生が初回の授業

でプ レ ゼ ン ト したス ライ ム の お礼をしたく て
, 竹井先生に教

わ っ て お もち ゃ を作 っ て い る｡ 次の授業の時に持 っ て き て く

れるそうだけど, 皆さ ん はどうしますか ? ｣ と呼びか けた｡

自分たちも何かした い, 同 じよ うに おもち ゃ を贈りたい とい

う意見が多数出て きた｡ そ こ で ,
生徒が何度も作 っ て遊び,

よ く馴染ん で い る ブ ン プ ン ごまを作り贈る ことに な っ たo し

き り に ｢ これ, 喜ん でくれるかな ぁ｣ と言 いながら コ マ に イ

ラ ス ト や模様を っ けた て い た｡ ま た, 裕介は ｢ もう知 っ て い

るかもしれな いね｣ と言い ながらも子ども に回し方を教える

ため に熱心 に練習をして い た｡ 小学生ももう知 っ て い るかも

しれな い
,
で もや っ ぱりおもしろ い ん だと いう ことをぜ ひ伝

えた い
,
プ レ ゼ ン ト を喜 ん でもら いた い とい う生徒たち の思

いが感じられた｡ そ の思 い は小学生の子どもたちに対して ,

｢ お も しろさを共有する仲間｣ と い う意識をも っ て い ると こ

ろから生まれ て きたの で はな いかと考え られる｡

オ 窯の見学, プレ ゼ ン ト交換 ( 4 回目の授業)

約 1 ヶ 月 ぶ り に交流学習の時間がや っ て き た｡ 大学 へ の道

すが ら
,
生徒の 口 か ら出る話題は大きく分け て 二 つ あ っ た｡

一

つ は植木鉢がどうな っ て い るかと いう素朴な疑問であ っ た｡

もう
一

つ は
, ｢ 0 0 く ん は元気かな｣ , ｢ 竹井先生はもう鉢を

焼い て い るの かな｣ と い う, 久 しぶ りに会う小学生や先生に

対する思 い で あ っ た｡ 3 回の授業を経て生徒たち は授業の雰

囲気や , ｢ い っ もと違う｣ 先生, 子 ども にず い ぶ ん慣れ て き

-
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た様子が伺えた｡

1 回目の素焼きを終えた植木鉢を友達や小学生の子どもと

一

緒に の ぞき こみ, 自分 の植木鉢が ど こ に あるか探す様子に

は
, 年齢, 障害の有無を越え て ｢

一

緒 に学習をした仲間｣ 意

識が感じられた｡ そ の中で美里は, 植木鉢を見ながら ｢ こ れ,

ほ ん と に あげるんだよね｡ 何かも っ た い な い｣ と言 っ た｡ 近

所の人 にあげるも のだと分か っ て はい るもの の , 自分の 植木

鉢の出来映えがよか っ たの で思わず言 っ て しま っ た様子で あ っ

た｡

プ レ ゼ ン ト交換の ため に全員が大学の教室に入 っ た｡ 交換

し終わ っ た後, 養護学校生が ブ ン ブ ン ごまを回すパ フ ォ
ー

マ

ン ス を した｡ 裕介は, 得意げに コ マ を両手で
一

つ
, 両足で

一

っ 回すとい う高度な遊びの技を披諾したo コ マ の 回転する勢

い で 紙を切 っ て しまうと いう技も見せ た｡ ｢ バ リ バ リ バ リ｣

と紙の切れる音に子どもたちは 口 々 に ｢ すご
- い｣ と い う驚

嘆の声をあげた｡ 養護学校生は, さ らに 三 つ 目の技 に挑ん だ｡

これ は, 三人 で三 つ の コ マ を回すと い う技で ある｡ この 技に

は裕介の他に教員と日頃, 人前 に は出たが らな い はにかみ屋

の佳治が加わ っ た｡ こ の パ フ ォ
ー マ ン ス を見た子どもたちは

養護学校生に尊敬に も似た思い を抱い たよう に思われた｡

力 植木鉢の 配布 ( 5 回目の授業)

こ の交流学習の き っ か けとな っ たさ つ ま い も配布の経験が

あるとはいえ , 養護学校の生徒たちに と っ て ｢ 全然知らな い

人の家を訪ね , 話 をして贈り物を渡す｣ こ とば大変な エ ネ ル

ギ ー を要する活動で あると思われるo 中に は恥ずかしがり の

生鑑 自発語が はとん どなく人前で話したくて もなかなか話

せな い生徒も いる｡ で き るだ け児童生徒に動きを任せ, どう

して も解決が っ か な い時に教員が支援をすると いう共通理解

の もと で ,
一

緒 に植木鉢を作 っ て きた 7 グ ル
ー

プ に 分かれ

(小学生
･

養護学校生7
- 8 名に教員1 名が付き添う) , 附属

学園近辺及び富山大学まで の 7 つ の エ リ ア に そ れぞれ で 出か

けた｡

住宅地図を手がかり に訪問するの は, 子 どもだけ で はや は

り難しい よ うだ っ た｡ 養護学校生の ｢ こ っ ちの 家だよ｣ の ひ

と こ とで子どもも安心して 玄関 - 向かう場面が どの グ ル
ー プ

で も見られた｡
ご そ う

学校近辺の五般地区に は構え の立派な家も多く, 先 に勝手

口から入 っ て い っ て しま い地図を見て改め て訪ねた先が本当

の玄関だ っ たと い う - プ ニ ン グもあ っ た｡ しか し, そん な時

で も
, 決 して お互い を責めたりせず次の訪問先で ｢ こ こ は,

ど っ ちか ら入れば い い の ? ｣ と相談するなど, 小学生と養護

学校生が力を合わせ て疑問を解決して いく姿が見られた｡

( 写真1 3)

ま た
, 養護学校生に は緊張して かあまり先頭に出たがらな

い生徒も多か っ たが, 時折小学生の子どもが ｢ じ ゃ あ次 のう

ち で は
, 佳治くんが鉢を渡し てあげて ね｣ と気を配る場面も

あ っ た｡ そん な時 には張り切 っ た様子で先頭に立 っ て歩くな

ど
, 自分 に も出番がある ことを喜ん で い るようだ っ た｡

そ して
,
どの生徒に も共通して い たの が, 訪問先で ｢ あり

がとう｣ の言葉を頂い た後に笑顔で ｢先生, ありがとう っ て

(写真13)

言 っ て く れたよ｣ と報告する姿で あ っ た｡ それ は, 自分たち

の した ことが周りの人 に受け入れて もらえた こと へ の喜びを,

そ れぞれ の生徒なり に感じ て い た の で はな いかと思われる｡

ま た, 小学生と養護学校生たちほ配布中の道々雑談を交わし

たり, 先に配り終え て学校 へ 戻り他の班を待 つ 問に肩車をし

て遊ん だり自然な形で触れ合 っ て い た｡ ( 写真14 , 1 5)

( 写真1 4)
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(写真1 5)

全員がそ ろ っ たと こ ろ で ｢ 今日で 交流学習は終わり です｣

と改ま っ て言われ ると ｢ え ー

,
は ん と に終わりな の ? ｣ ｢ も

う続きはない の ? ｣ と 口 々 に言 っ て い た｡ 小学校図工重から

養護学校 へ戻る間, 俊江は ｢ ま た小学生と
一

緒 に何かしたい

ね｣ と っ ぶ や い た｡

と こ ろで こ の授業に つ い て , 窯の見学から配布, 普段の学

校生活も含めて数回に わたり テ レ ビ局か らの取材があ っ た.

研究授業に対して こ の ような取材の是非は当然予想される こ

と で あ っ た｡ 結局, 各学校長, 副校長そして研究ス タ ッ フ の

判断か ら, 取材を受け入れる方針をと っ た｡ 養護学校生たち

は
, 授業中に取材の テ レ ビ カ メ ラ を目の 当たり に して い たの

で
, 下校時に ｢僕, テ レ ビ に映る のかな｣ と っ ぶ やく生徒も

い た｡ 養護学校で は事前に この テ レ ビ放映の ことを家庭に も

知らせ て い た｡ 配布日の午後, 地方版 ニ ュ ｢ ス で 5 分間の 放

映があ っ た｡

キ 学習を終えて

配布の 翌日
,
｢ 先生

, 私, 映 っ て い た よ! ｣ と い う素直な

喜びの声が聞かれ た｡ 家族ととも に テ レ ビを見て い た生徒も

い たよう で
,
｢ お母さ ん に すごいね っ て言われたよ｣ と の報

告もあ っ た｡

養護学校で は, 植木鉢配布の翌日が 3 学期の修了式で あ っ

たが
,
そ こ に テ レ ビ局か ら前日の ニ ュ

ー

ス の 放映分の ビ デ オ

と
, 小学校を通じて先日の訪問先からの お礼の手紙が相次い

で届けられた｡ そ こ で修了式後, 全員に ビ デ オを見せ手紙を

紹介する時間を急速設定した｡

生徒たちは画面に友だち の顔が映るたび に ｢ あ
, 出た ! す

ごい ! ｣ と何度も歓声をあげ, ス タ ッ フ の イ ン タ ビ ュ ー

に対

し て教師が語る画面で ｢ わ ぁ , 早川先生が し ゃ べ っ て る! ｣

と大喜びして い た｡ 大部分の生徒は, 普通なら自分たちが テ

レ ビに出 ると いう ことはまずあり得ない と思 っ て い たらしく,

｢ 自分たちがして い た ことは, 何かすごい こ とだ っ た らしい｣

と改めて感じて い たようだ｡

しか し
, 交流学習に参加した生徒全員の感想をとる時間が

とれなか っ たの で
,
ひ と り で もい い から生徒自身の感想をぜ

ひとも知りたい と考えた｡ そ こ で春期休業に入 っ て か ら, 教

員から真由美と清司に依頼して , 交流学習に つ い て の感想文

を書い て もら っ た｡ い ずれ も
一

人 で作文を書くことが で きる

能力を持 っ て お り, 自由に感想を書く方法もとれたの だが,

今回は焦点を絞 っ て書い て もら っ た｡ 観点に つ い て は以下の

通り である｡

IIIIL~~.~▲▲-~---】▲--■--r･･-I-I-･･---一一一･･･■･一▲一･---････-一一---･･---I-1--一一--▲--■･･▲-･･▲･･-------･･--･一--･一･---･yr---▼･--･･･-------▲▲-一-一---･･-I-ILI--･-･････l-.▼･._■ー_

○はじめ (勉強する前) どう思 っ たか

○小学生と 一 緒 に勉強して思 っ た こ と

粘土星人
, 粘土タ ワ

ー

作り に つ い て , 植木鉢作りに つ

い て
, 窯の見学, プ レ ゼ ン ト に つ い て , 植木鉢を配布

しに行 っ た こ と に つ い て

○学習を終わ っ て今どう思うか

小学生や松浦先生に ひ と こと, 大学の先生 (竹井先生)

に
一

言 :
l

O もし次の機会があるとしたら :
l

どう思うか
, 今度は何をし てみた いか :

l

l

I----------･-------一-I--------一__ー.____【【【________ー…____--____
]

まず, 真由美の感想で ある｡ 交流学習には全5 回参加し,

手際よく制作を進め友だちの作業を手伝うこともあ っ た｡ ニ ュ
ー

ス の オ ン エ ア は見て い なか っ た と い う｡ 交流学習に つ い て ど

の よ う に感じて い た の か探 っ て み た い ｡

私 は, 交流学習に参加して , 植木鉢を作り近所に配り

ま した｡ 初 めは
, 緊張しましたが, が ん ばりました｡ 3

学期 の頑に話を聞きま した｡ 最初の授業の前の日 に , ね

ん どを小学校まで台車で(運び に) 行きました｡ 初 めて松

浦学級の みなさ ん に初め て , 会 い ました｡

小学生と い っ し ょ に
,
ね ん どあ そ びをしたり, 植木鉢

を作りました｡ 大学 へ 行 っ た時, 窯芸室 - 行 っ た時は,

学校の窯業室とは大ちが い で した｡ 窯が 3 台もありまし

た｡ 中に はで っ か い窯がありま した｡ 配り に行 っ た時は

すしやさん の となり ( の) 家 に配りま した｡

最後 に配り に行 っ た所は, 耳の 医者に配りました｡

私は授業の後, 終わ っ て さみ しくなるな ぁ と つ ぶ やき

ま した｡ 小学校2 年2 組の みなさん , 大学の竹井先生ほ

ん とう にありがとうござ いま した｡ ま たやりた い です｡

丸太 でプ ラ ン タ
ー を作りた い で す ｡

【以上, 真由美の原文通り｡ ( ) 内は筆者の補足】

制作から焼成まで の ブ ラ ン ク の期間, 真由美は交流に つ い

て はあまり 口 に し て い なか っ た｡ だ が見学の 日程がは っ きり

した時には真 っ 先 に ｢大学の 窯 っ て ど こ に あるん ですか ? ｣

と聞 いた｡ ま た, 植木鉢配布時に は ｢ ど こ の家に行けば い い

ん で すか ? ｣ と住宅地図を熱心に見るなど
, 彼女なり に関心

の ポ イ ン トがある程度あ っ た よ うだ｡
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また
, 植木鉢作りで小学生に声をか けて模様を っ けるため

の型 の貸し借りを行 っ たり , 窯の見学で久し ぶり に会 っ た子

どもたち に手を振 っ た りするなど, 真由美に は自分か ら子ど

もと コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を とろうとする言動が何度も見られ

た｡ そ れ は人とかかわりたい思 い の表れ で はないかと考えら

れる｡

次 に清司の 感想で ある｡ 交涜学習に は4 回参加 (植木鉢配

布の時, 体調不良で欠席) し, 子 どもたちとも雑談を交わす

はど仲良くな っ て い た｡ 家庭 で ニ ュ
ー ス を見て い た彼は, 交

流学習に つ い て振り返り, こ の よ うな感想を書い て い る｡

はじ めて小学校の , 図工室で , 授業したときは, お も

は ( わ) ず, ち い さなイ ス で , と っ て もすわり, にく か っ

たです｡ そ れ に, ちい さ な小学生と勉強するの かと思い,

す こ し, き ゅ ( う) く つ で , 足が い た い からもうおわ っ

て
,
は しい なと そ う つ ぶ やき

,
なが ら

, 植木ばちを っ く

( っ) て い ま したら, 小学生2 年生の人が ,
ぼ く の うえ

きばちをみ て , こわ い と, い っ て く れました｡ それ から,

い っ し ょ う に話し, して い るうち, な ん か楽しくな っ て

き ました｡

そ の うち足の , い た い の もなれ て きた, と こ ろだなと

思い ました｡

つ ぎに , 富山大学 へ 植木ばちをや き に い きました｡ ぼ

くは この 日 に漢検も, すべ ( っ) て い た 日だ っ たの で ,

小学生との交流も, あ ま り, た の しくなか っ たなと思い

ました｡ つ ぎ こ そガ ン バ レ と思 いました｡ そ して , 小学

生から, すて きな, プ レ ゼ ン ト を もら っ て , 漢検の こと

は, す こ し忘れました｡

も し, 次も交流会があ っ たら, 今度は, 地球に やさし

い
, ク リ ー ン 活動をした いと思う｡ リ サ イ ク ル , ソ

ー

ラ

で ん ち の つ か い かた｡

小学生, 竹井先生, 松浦先生, ま た, こ う い う ,
き か

くをた て てくださ い ｡

【以上, 清司の原文通り｡ ( ) 内は筆者の補足】

高校生らしく休も大き い清司は, 小学生と の違い を文字通

り体で感じ取 っ て い たよ うだが, そ れ で も ｢ 足の痛 い の に も

慣れ て きた｣ と書 い て い るとおり, 次第 に活動に集中して参

加して い っ た よう で ある｡

｢ 小学生が僕の植木鉢を見で怖いと言 っ た｣ の文は, ブ
ー

ム に も な っ た ホ ラ ー 映画の登場人物の名前などを清司が植木

鉢に彫り込み, そ れ に気が つ い たある子どもが ｢先生, あ の

お兄さん, 植木鉢に何か変な ことを書い て る｣ と騒い で い た

こ とを指して い る｡ この よ う に清司に は いわゆる ｢普通の生

徒｣ と同じ レ ベ ル で世間話がで きると い う
一

面があり, 子 ど

もとの コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン もそ の延長線で楽しん で い たもの

と思われる｡ そ して , そ の こ とがき っ か け で , ｢ 小学生｣ と

の勉強と いうひ っ か かりも消え て い っ た ようだ｡

また
,
清司は, ク ラ ス メ

ー ト数名と
一

緒 に文部省認定漢字

能力検定 ( 日本漢字能力検定協会主催) に挑戟中なの だが,

偶然に も窯の見学
･ プ レ ゼ ン ト交換の学習の 前日 に , 不合格

の 通知を受け取 っ て い た｡ 初挑戦で合格するとは思 っ て い な

か っ た とは言うもの の , 残念だ っ た なと いう思い で い たらし

い｡ それ で も交流学習に は笑顔で参加して いた｡ 小学生との

交流学習には ｢漢検の こと｣ は関係ないか らと い う意識, 年

上として の清司の思いやりが働い て い たと推測することが で

きる｡

③交流学習の意義に関して

- 養護学校保護者の ア ン ケ
ー

トか ら -

障害児はさまざまな人々やさまざまな立場からの支援を必

要とする子どもたち である｡ そ の 中で も特に家庭 (保護者)

の深 い愛情と理解がなければ生活する ことが で きな い ｡ しか

し, どう し て我が家に こ ん な子が生まれて きた のかと考える

家族が いたり, 人目 に付かせたく ない と いう保護者が存在す

る ことも事実である｡

こ う い っ た閉鎖的な環境がい まだ に ある事実を踏まえ , 障

害児の成長に は保護者の意識の 向上や協力がなく て は望めな

い こ とを理解しなければ い けな い ｡ 以上の ような条件下で保

護者 へ の ア ン ケ ー トの も つ 意味は大き い ｡

芳雄 (重度障害) は本校に1 2 年間通い続けた｡ 祖母は芳

雄と共に新湊市から バ ス で通学した｡ 芳雄は高等部 3 年生で

現場実習の ため, この交流学習に は第
一 回目の み参加した｡

芳雄 の 祖母 は , ア ン ケ
ー

トの み ならずこ の1 2 年間 で起きた

人々 との心 の交流を回顧した手紙を書い て きた｡

養護学校生が何もして な い の に , ｢ 恐 い｣ と か い っ て

キ ャ - キ ャ - 逃げたり, 嫌がら せを受けたりと いう こと

がありました｡ バ ス 通学時に見かね て注意したりした こ

ともありました｡ こ ん な こ とがあ っ て数日後から, バ ス

に 同乗した人から ｢ こ ん に ちは｣ ｢ ご苦労さん｣ ｢ こ この

席が空い て ます｣ な どと温か い言葉がか けられるよう に

なりま した｡

ま た
, 今回の テ レ ビ番組を見て の感想も寄せ てくれた｡

｢ 交涜 の はじめ はい やだ と思い ました｣ と小学生が正

直なと ころを感想を書い て い ま した｡ 回を重ね て ｢ 今で

は ･ ･ ･ ｣ と嬉しい言葉も聞かれ私自身は っ と した こと

も事実です｡ 小学校の松浦先生の お話の 中にありま した

が
,
｢ 今 ( 小学 2 年生) ま だ固ま っ て い な い 内か らが大

切｣ と い う言葉に領きま した｡

と
,
正直な気持ちを打ち明け て い る｡ こ の , 1 2 年間, 孫 で

ある芳雄と日々 ｢ 世間｣ との交流を重ねて きた祖母の言葉に

は重みがある｡

本交流学習では, まず, き っ か けとして保護者の意識の 向

上や成長を促すとい っ た面も重要だ っ た｡ そ して , 知的障害

児は小学生の よう に気持ちを表すことばや作文能力をも っ て
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い ない が
, 保護者の声を聞く こと に よ っ て , 双方の成長を図

る ことが できるなどの意味が あ っ た とい えよう｡ 保護者の成

長は子どもが成長して いく具体的事実によ っ て図られると言 っ

て よい
｡ 以下で は, 今回の研究授業を通じて得られた保護者

の ア ン ケ
ー ト を紹介し つ つ , 今回の交流学習の意義に つ い て

考え て みたい ｡

-｣‥∵十+⊥｣コ=‥丁=⊥=こ∵⊥㌧⊥｣;∴=｣+⊥⊥⊥L⊥｣｣十｣｣⊥=⊥⊥⊥⊥⊥｣⊥⊥⊥⊥⊥⊥｣二一====⊥L
l
l

: ア ン ケ
ー

トの 内容
■

l

l

i ①
交流学習が家庭で話題に な - たか どうか

‡ 1 ) は い 2 ) い い え
ド

… ②1 ) はい と答えられた方は, その 内容に つ い て お答だ
I

… さ い
1

i ③ こ の交流の意義に つ い て の ご意見を聞か せ て くださ い
l

: ④ テ レ ビ放映に つ い て ご感想をお聞かせくださ い
l

l
L______________________.____________________________________

ア ン ケ ー

ト は20 通配布し, そ の うち15 通が回収されたo

以下で はその ア ン ケ
ー

トか ら抜粋して みた い｡

① ｢交流学習が家庭で話題にな っ たか? ｣ と い う質問に対

し
,
1 5 適中7 通が話題に な っ た と い う｡ 実践 の途中で , 新

聞記事やテ レ ビ放映が き っ か けで話題にな っ て い る｡ 高等部

と いう年齢にも関係するが家庭で学校で の 出来事を細かく話

をする こともな い の かもしれな い｡ しか し, マ ス コ ミ と い う

ト ピ ッ ク性が高か っ た ため, 話題 に の ぼ っ たの だろう｡

② の質問に対して は, ｢ 植木鉢を地域の皆さん に配られた

時, 連絡帳で交流の ことを知り, 本人に どん な ことをしたの

か聞い てみました｡ ｣ ｢ 子 どもから聞い て , 授業で附属小学校

へ 行 っ て粘土で造形活動をして い ると い う ことは知 っ て い ま

した｡ 単純に遊びに行 っ て来たよう に思 っ て い たの ですが,

ニ ュ
ー ス を見 て交流学習で あ っ た こ とを知り, び っ く り して

い ます｡｣ な どの感想が寄せられた｡

③ に つ い て は次 の よ うな感想! 意見が寄せられた｡

｢ お互 い を知り理解し合うと い う こと で良い こ と です｡ 養護

の生徒は障害の せ い で他人に うち解け にく い面があり, 相手

の方も
-

歩下が っ て 見るような面もあり, 回数を重ね て交流

が当然の ことと思えるよう に な っ た ら素敵だな｡｣

｢ 良 い企画だと思います｡ 今後も参加させた いと思います｡

『継続は力なり』 と思 っ て い ます｡ 今回交流した学年と引き

続き交流も考えて い ただ い たら嬉し い で す｡｣

｢ 自分たちで作 っ た もの が, 皆さ ん に喜ん で もらえたと いう

実感ができ て幸せだと思います｡ ｣

｢知的障害者を少しでも理解して もらえる良い チ ャ ン ス です｡｣

｢ こ れ らの交流を含め多く の 記事が掲載される こと に より,

社会的に認められ交流が, ごく自然に な っ て欲しい ｡｣

｢ 養護学校の生徒たちに と っ て良 い刺激になると思います｡

小学生たち に も良い関わりがもて , 接 し方が分かり, 恐怖心

をなくす機会になると思います.｣

｢ 自分たちが作 っ たも の を知らない人 に喜ん でもらえる こと

を知 っ て , 自信も つ い たよう に思い ます｡ ｣

｢私 たち の子どもは, それ ぞれ校区外か ら附属に通 っ て い ま

す｡ と い う こ とは校区の子どもは はとん ど障害の在る子と触

れ合う機会がな いと い う こと です｡ 触れ合 い の な い まま理解

の な いまま大人に なり地域で暮らすこと に なります｡ 『好き

で もな い , きら い で もな い』と いう幼い子どもたちの言葉が ,

最大の ラ ブ コ
ー ル に今は思えます｡｣

｢ 互 い に人間関係を深める こと は, 本校 で は高等部の生徒に

ならな い とで きな い の で し ょ うか｡ 高校生同士の交流もあ っ

て良 い気が します｡ ま た, 障害者側か ら, 健常者に向か っ て

理解を訴え る授業 (音楽 ･ 美術 ･ 体育なと) を カ リキ ュ ラ ム

化 で きませ ん か｡｣

｢ 以前から附属学園に い る知的障害児の存在という視点から,

何故ありのまま の子どもたちを見て もらえない の か, そ して ,

身近な学園内の交流は当然と思 っ て い ましたの で , よう やく

と いう気持ちで した｡ 双方の学童が
一

緒に な っ て ボ ラ ン テ ィ

ア活動も で きるはずです｡｣

ま た
, 高2 の 郁夫の保護者は元保母を して い た経歴をも っ

が
, 次の ような感想を得た｡

｢ この交流授業の核に, 心理学で言う 『相互性』 が働い て い

る の で はな いかと思いま した｡ 『相互性』 とは文字通り子ど

もと環境 (人的 ･ 物的) との相互交渉によ っ て影響し合う発

達すると い う こと で
, 今回の交流授業はまさ にそ のも のだ っ

た と思い ますo 小学2 年生と いう低年齢だから, 松浦先生の

お っ し ゃ る壁や構えがな い時期だから, 自然体のまま で交流

が行われ, 効果があ っ た の で はない で し ょ うか｡ ｣

｢ 小学2 年生の子どもたちは, 思い もよらずデザイ ン を教え

て もら い
,
その こと で高等部の生徒たち は役に立 っ たと思い ,

お互 い に影響しあ っ て対等に成長したような気がします｡ あ

り の まま の姿を見て もらうと いう こと で , 無理 に 理解しよう

とか
,
し なくて はならない の で はなく, 自然な交流の中で認

め合えたとい う こと で し ょ うか｡ 今後も続けられる ことを大

い に期待して い ます｡｣

④ テ レ ビ放映に関し て は当初, 批判的な意見も出るの で はな

いかと考え て い たが, ア ン ケ ー トで はすべ て の保護者が好意

的な感想をの べ た｡

｢ こ う い う ことが ニ ュ ー ス で なくなる日ま で , どん どん機会

をみて 出演させ て下さ い ｡｣

｢ テ レ ビに で る機会が増える こと で , 知的障害者がより生活

しやす い社会になるの で し ょ うか｡ ｣

｢ い ろい ろな こと に取り組ん で チ ャ レ ン ジして い る こ とを少

し でも知 っ て買えて良か っ た と思う｡｣

｢ 目に見えな い壁を破る には, ま だまだ時間が必要だと感じ

て い ます｡ テ レ ビ, 新聞等, マ ス コ ミ は どん どん利用す べ き

である｡ 交流 の様子もその都度, 学校 の近所の皆さん にも伝

え て行けば良いと思います｡ ｣

｢学校 の こ とが出ると楽しみ にして い ましたが
,
違 っ た思 い

も在るかも知れませ んね｡ で も, 知 っ て も らうとい う面で ,

大い に利用すること に賛成です｡ ｣

｢ テ レ ビの放映で , 大学や附属小の先生, さ ら に は本校の早

川先生の意見がわか っ た と い う点は, 戟子共々参考になりま

した｡ 互 い の人間理解は双方の教官だけで で きるわけで はな

い の で
, 本校を含む県内数千名の障害者の地位向上と

一

般社
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会からの理解をより多く い ただけるよう に, みん な で子ども

たちを包ん でやりたく思いま した｡｣

4 考察及 び成果

以上で は, 交流授業に関連して変化して いく児童 ･ 生徒 の

様子をみた｡ こ こ で は, 交流学習を終え, 土粘土に よる焼成

体験とい う交流授業を通じ, 児童及び生徒の お互い の意識が

どの よ う に変化して い っ た の か に つ い て まとめ てみた い ｡

(1) 附属小学校の成果と課題

①附属小学校の子どもたちの変化から

先述した よう に , 我々大人は テ レ ビや新聞, 雑誌と い っ た

情報を通して 障害者に対するイ メ ー ジ を作り上げて いくの に

対し, 小学2 年生 ( 7 , 8 歳) の 子どもたちは自分との 直接

的な体験とい う関わりを通して障害児に対するイ メ
ー ジ を ご

く自然な形で形成して い る ことが交流学習の 事前ア ン ケ
ー

ト

か ら読みとれた ことは意義深い｡ この こ とば, 本研究授業に

示され て い るよう に , もの づくりと いう活動を中心とした直

接的な交流体験を継続的に行う ことが障害者を理解するき っ

か けとして有効で あ っ た こ とは特筆され る｡ 特 に, も の づ く

り の素材とし て土粘土による植木鉢づくりを位置付けた のは,

年齢差, 障害の有無を越えた人間とし て の よさをお互いが理

解で きる点で有効な教材であ っ たと い える｡ 小学校低学年で

も様々な観点で の工夫が可能で , そ の ｢ よ さ｣ を とらえやす

く,
一

生懸命に作る, 楽 しく作るなど, そ の取り組みも見え

やす い素材であ っ た｡ その特質は, 光江や真紀の よ うな児童

の理解に つ な が っ たと考え られるの で ある｡

ま た
,
そ の植木鉢づくりに ｢ 地域 へ の働きか け｣ と い う共

通の目的があ っ た こ とは見逃せ ない だろう｡ こ れ ま で交流と

い うと
, 指導者がお互い の ｢ よさ｣ をあらか じめとらえた上

で
,
そ れが見えるよう に役割を分担したり, 意図的に活動を

細分化したりする ことが多か っ た｡ し か し, 本事例で は ,

｢ 地域の人たち に配る植木鉢を っ くる｣ と い う願 い に対し,

障害者, 健常児と いう垣根も, 小学生, 高校生と いう垣根も

存在しなか っ た｡ 同等 の立場で交流できた ことが光江の よう

な子ども の理解に つ なが っ た と い える｡ そ して , その 同等の

立場は仲間意識 へ と発展し, 植木鉢に対して も子どもなりの

新たな価値を加えて い っ た と い える｡ そ の こ とは, 前掲, 慎

太郎の ような目的意識が ｢植木鉢づくり｣ そ して , 交流と い

う活動を活性化させた ことからもわかる｡

②交流授業を終えて

一

附属小学校 (杉本豊 一 副校長) から -

今後ますます, 人 々 が広範囲な地域(外国も含め) を行き来

する時代となる ことが予想される
一

方 で , 情事馴ヒの進展およ

び
, 地域社会の 崩壊や少子化に伴 っ て , 人と人との交わりが

希薄化して いく傾向が懸念される｡ こ う した現状に あ っ て本

校にお い て も知識や技能のみならず他人の心の機微を理解し,

自分の こ と の よ う に共感できる能力を身に つ けて い く よ う に

する ことが今日的な課題の
一

つ で あると考える｡

この よ うな共通認識に立 っ て本附属学園に お い て も校種の

垣根を越えた交流を定期的に行 っ て き た｡ しか し
,
ど ちらか

と いえば これま で は 一

過性のイ ベ ン ト的な交流で あり
,
そ の

効果に つ い て は自己満足的ある いは｢ や らない よりも｣ と い っ

た消極的な見方しか で きな い もの で あ っ た｡

そ う した反省もふまえ, 本校低学年の音楽科や図工科の学

習時間に養護学校小学部の
一

部の児童が加わ っ た合同授業を

日常的に実践すると いう試みを行 っ て き たもの の相互に期待

した効果があ っ た かどうか に つ い て は十分な反省を加えな い

まま であ っ た｡

その よ うな意味で , 今回の実践授業は授業そ の もの の意義

はもちろん の こ と, 異校種間の効果的な交流学習の あり方に

つ い て それぞれ の立場か ら分析が加えられる こと に よ っ て 今

後の実践活動に具体的な示唆が得られたも の と考えられる｡

ま た
, 今後の附属と学部との研究面における連携の あり方に

つ い て も示唆を得られたもの と考える｡ 今後も, 大学 に おけ

る学部との連携活動に基づく附属学園として の研究の あり方

を模索して いく ことが重要な課題であると考えられる｡

(2) 附属養護学校の成果と課題

①小学校低学年との体験を経て

知的障害児の発達を小学敵 中学部, 高等部と いう大まか

な段階で捉えると, 高等部段階の生徒は, 自分なり の感情や

考えを表現で きる段階に あると いえる｡ 自分たちは年上で あ

り, 小 さ い子とは違うとか
,
地域に貢献で きて嬉し い, な ど

の感情や役割意識がもて るよう になる｡ 本研究授業で は, 坐

徒が当初危倶した ｢ なん で幼 い子と交流なんかするん だ｣ と

い う マ イ ナ ス 面が出ず, 学校か ら出て いろんな所で いろ んな

人たちと楽しい活動した いと いう プ ラ ス面 で , 捉え て い た こ

とが窺える｡ それ は, 以下の 3 つ の 理由に よ ると こ ろが大き

いと考えられる｡
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保護者や学内ス タ ッ フ か らは生活年齢が同じ高校生との交

流を望む声もある｡ しか し, 逆に , 本校生徒の劣等感か ら交

流が成立しな いと いう ことも考えられる｡ 現実 に は同年代の

交流活動の先行的な実践が試みられ て い な い 中にあ っ て , 交

流の対象が小学 2 年生が妥当で あ っ た かどうかを比較検討ま

たは評価することは困難で あり, 今後に残された課題である｡

②交涜授業を終えて

ア 保護者の研究授業に対する理解

こ の 授業に参加 した生徒2 0 人 の うち1 5 人 の生徒の保護者

から ア ン ケ ー

トが回収され ,
そ のす べ て の保護者がこ の交流

授業に賛意を表明して い た｡ こ の こ とば保護者に と っ て どれ

は ど期待が大きか っ たかと いう ことを示して い る｡ たと えば,
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交流学習の意味の 理解で は, ｢ 相互性｣ や ｢ 養護生の社会性

の発達｣ など, 教師が願うね らい を保護者もも っ て い るよう

だ｡ マ ス コ ミ報道 へ の 理解 で は, 保護者が積極的に社会に対

し理解を求め, ノ
ー マ ライ ゼ ー シ ョ ン 社会 の形成を願 っ て い

る こ とが伺える｡ そ して ,
ア ン ケ ー

トを通じ自分の意見を述

べ る こと に よ っ て , 我が子の成長や今後の社会の有り様の み

ならず, 保護者自身の成長の き っ か けの
一

つ に な っ た と い え

る｡

イ 保護者の 理解や成長に つ い て(保護者の ア ン ケ
ー トか ら抜

粋)

ア ン ケ ー トで は, 今回 の交流学習で は結果として障害児に

対する人間同士の触れ合い の き っ か けに な っ たと い う こ とを

好意的に受け止め る声が大きか っ たo ま た, ア ン ケ
ー

ト の は

か に手紙ま で添える熱心さは, 保護者の交流学習 - の熱意や

期待がある ことを覗わせる｡ 以下, 保護者の代表的な発言を

取り上げたい｡

｢ 新聞
･

テ レ ビ報道 へ の多く の賛意は, ノ
ー マ ライ ゼ ー シ ョ

ン 社会 へ の期待を覗わせる｡ ｣

｢障害をも っ 子 の保護者のやさしさを垣間見る事がで きる｡｣

｢『好きで もない , き らい で もな い』 と いう幼い子どもたちの

言葉が , 最大の ラ ブ コ
ー

ル に今は思えますo ｣

｢『交流の はじめは いやだと思いま した』 と小学生が正直な

と ころを感想を書い て い ました｡ 回を重ね て 『今では - ･ 』

と嬉し い言葉も聞かれ私自身ほ っ と した ことも事実です｡ ｣

｢ 我が子が 『きら い』 とか 『い や』 とかなどの言葉で存在を

否定される よ うな反応に も, 保護者は, 理解を示し喜ん で い

る｡｣

り 交流学習を通じて見られる生徒の社会性の 発達につ いて

交流学習を通じてみ られる社会性の発達に つ い て は い く つ

かの側面に分ける ことが できる｡ 以下, 具体的な ｢ コ ミ ュ
ニ

ケ
ー シ ョ ン｣ 場面をとりあげ分析を行う｡

● 発言や発表を通じて の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン

多く の子どもの前で の発表の機会が数回あ っ た｡ 初回の紹

介式で の発表や質問の 時間または 4 時間目の プ レ ゼ ン ト交換

会で の遊びの発表で は, 日頃, や りた い こ と以外の こと に は

頑固に拒否する態度があ っ た佳治は, 二 度も進ん で行 っ た｡

こ の よ うな機会に生徒たちは積極的に発表で きた｡ 特 に印象

的だ っ たの は, 4 回目の授業で裕介が中心とな っ て ぶ ん ぶ ん

ゴ マ の ｢ 3 人回し｣ 遊びを行 っ た こ と で ある｡ 事前 に養護学

校で練習した成果を大勢の生徒の前で パ フ ォ
ー マ ン ス で き た

の は
, 彼が心から楽しい と思 っ たか らに他ならな い ｡

● 遊び に よる コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
(8)

生徒たちは授業中の 活動以外に も様々 な場所や時間にそれ

ぞれ の やり方で コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン を と っ て い る姿が見られ

た｡ こ れ は, 教員が授業という枠の中だけで交流する の で は

なく
,
ゆ っ た りと子どもの自由な活動を見守るとい う遊び心

を大切に して い たからで あると考えられる｡ 活動が始まる前

の会話, 授業中の ち ょ っ と した私語や帰りの 時間まで の片付

け の空隙などで ある｡ 例えば, 植木鉢を配り終えた グ ル
ー プ

が次第に教室に戻 っ て きたが, 全 グ ル
ー プが集まるま で に は

1 0 分程の 空隙があ っ た｡ そ の 間に 裕介や幸夫は , 小学生と

体をふ れあわせる遊びを行 っ て い た｡ 裕介は小さ い子に肩車

をして あげたり, 幸夫はプ ロ レ ス ご っ こ の ような遊びをして

い た｡ こ の様子は, 小学生と養護学校生が, 様々 な遊び によ

る コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン を通じ て相互に ｢ う ち解け合う｣ 関係

にな っ て い き つ つ ある ことを伺わせる｡

● 居JL ､地が い い と い う コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン

自分の課題が明確で な い場合, 授業中び ょ ん ぴ ょ ん飛 ん で

奇声 を上 げ, 教室か ら出た りする こ とが あ る将太( 自閉

症)
(9) は

, 今回の図工室で の 3 回 の授業で は, 自身の好きで

はな い粘土造形に積極的に取り組ん だ｡ 日頃, 養護学校で彼

の様子を知 っ て い る我々 に と っ て逸脱行為が見られなか っ た

の は驚きだ っ た｡ こ れ は, 自然素材で ある, 土粘土その もの

に対する感触の良さ に加え, 小さ い子どもたちと に ぎやか に

活動する ことが彼に と っ て居心地の よい場 であ っ た の で はな

いか と考えられる｡

● 優しさと思い やり の心の発現と い う コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン

知的な レ ベ ル の高い生徒の作文に見られるの は, 随所 に現

れる小学生を素直に受け入れる優しさと思いやり のJL ､, そし

て 感謝の心だ っ た と思われる
(10)

｡ こ れ は, 知的障害児など

に よく見られる人な っ っ こ い側面とも考える ことが できる｡

エ 生徒たちの成長に つ い て

● 実践の評価として ｢ 自信が っ い た｣ ｢ 生徒たち - の 良 い刺

激｣ ｢ 役立 っ こ とが分か っ て幸せ｣ な ど子ども の立場で の評

価が記入され て い た｡

● 小さ い子どもたちとの交流が, 高等部の生徒たち の安心や

リ ラ ク ゼ ー シ ョ ン を生 んだ ｡ ( 写真1 6) お兄さんやお姉さん

と いう立場で授業に臨める こと で交流が成立した｡
(ll)

● こ の授業で本校生徒が ｢ 優位｣ に た っ て い た成果だと いえ

る｡

(写真16)

小学2 年生の子どもたちは, 思い もよらずデザイ ン を教え

て もら っ たり, そ の ことで 高等部の生徒たちは役に立 っ たと思

い
,
お互 い に影響しあ っ て対等に成長した よう に思う｡

※｢ 対等｣ という意識が もて る段階が, 高等部の生徒 の成長 レ
ベ ル だと言えるo (筆者注)
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教員養成系学部 と附属学校 と の 共同研究 に 関す る
- 試案

● 小さ い子を見下さない高等部の生徒の優しさ｡

③交流学習を終えて
一 附属養護学校(佐藤鉄朗副校長より)

一

昨今, 交流学習の必要性が叫ばれて い るが ,
それ以前か ら

本校で は積極的に附属幼
･ 小

･

中とは交流学習を行 っ て き た｡

そ の 理由は, 本校の児童生徒にと っ て多様な経験と人間的な

交流の機会が増える ことに意味があるだけでなく, 障害をも
っ

て い な い幼児, 児童生徒にと っ て も意味がある ことだと考え

て きたから である｡

っ まり
,
知的な面におくれ はあ っ て も何事に も精

一

杯取り

組む姿や, い っ も
一

生懸命に生き て い る姿に触れる ことば人

間観や障害者観を学ぶ絶好の機会であると考え て い たか らで

ある｡ その ような観点から, 従来 の交流学習に は十分, 満足

して い たわけ で はなか っ た｡ そ れ は, これ ま で の記述に示さ

れて い る よ う に , 行事を中心とした年に 1
- 2 回の交流はそ

れをしな いよりはよ いと い っ た程度の思いをも っ て い た｡

しか し
, 今回の交流学習は, 従来の 内容

･ 方法か ら大きく

脱却した画期的なもの で ある｡ そ の 理由は以下の点から で あ

る｡
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等で あ る｡

今回の交流学習が, テ レ ビや新聞で取り上げられたが , 本

校 の保護者の ほと ん どが好意的に受け止めて おり, 今後 の積

極的な実践を望ん で い る こ とが ア ン ケ
ー

ト で も明らか に な っ

て い る｡

い うま で もなく
,
附属学校の使命の

一

つ と して先導的な実

践が挙げられ て い る｡ 交流学習が ブ
ー ム に な っ て い る最近の

傾向の中で息の長い本物の交流学習を創造し発信する ことが

大切で あると考える｡

(3) 土粘土を媒介に した附属小学校児童及び附属養護学校生

徒との関わ りに関して

交流授業を通じて , 変 わ っ て い く事例に明らかなよう に ,

授業の当初, 児童 ･ 生徒たちはあまり乗り気で はなか っ た｡

とり わけ小学生の子ども に その傾向が顕著に みられる｡ 授業

前後に書く ノ
-

ト で は第 1 回目の授業で は多くの子どもたち

が, 附属養護学校の障害児に対しマ イ ナ ス の イ メ
ー ジ を も っ

て い た｡ しか し, 授業が進む に つ れ, こ れま で の事例に示さ

れ て い る よ う に次々 と変化して いく子ども の姿がとらえられ

た｡

こ の ような子どもたち の変化に はど の ような理由が読みと

れるだろうか ｡ これ ま で の記述か ら明らかなよう に
- 連の授

業が継続的に なされたも の で あると ころが大き い｡ ま た, 附

属小児童に つ い て い えば, 小学校2 年と いう早い発達年齢に

お い て交流がなされた ことも影響して い るもの と思われる｡

しか しなが ら
,
そ の背景に お い て大きな役割を果たした の

は
, 今回の教材で ある, 土粘土に よ る焼き物づくりと いう要

素が大きな意味をも っ て い た こ とを指摘する必要がある｡

まず, 前提として押さえる べ き こ とは, 土粘土の素材自体

の も つ感触の良さと可塑性の大きさと い う素材として の特長

で ある｡ 当初, 土粘土素材に ふ れる ことが できなか っ た自閉

症児が繰り返しその 素材との 関わりを積み重ね て いく こと で

そ の感触の良さや, 可塑性の 大きさ に興味を示して いく事例

は枚挙に いとまがない が, 今回の交流授業の中で も そ の こ と

を示す行動や発言が多々 みられた｡ 例えば, 粘土の お団子を

い っ まで もな で て い る児童
･ 生徒, 冷たく て気持ち い い と ほ っ

ペ た に つ け る生徒, 植木鉢の デ コ レ
ー

シ ョ ン に 集中する生徒

な どはごく日常的にみ られる光景で あ っ た｡

1 回目の授業で は, ひ ね り出しをもと に した粘土星人に よ

る自己紹介, 1 グ ル
ー プ20 k g の 土粘土を渡され ,

班 ごと に

協力して 作り上げる粘土タ ワ
ー づくりと いう ダイ ナ ミ ッ ク な

遊び の要素を取り入れた こと に よ っ て , ′ト学校児童に と っ て

は初め て の土粘土体験である に も関わらず, ス
ム ー ズ に 素材

に関われ ると同時に , お互い の交流が ス
ム ー

ズ に 行われたと

いう ことが で きる｡

2 - 3 回目の授業で は植木鉢づくりが作業の 中心で ある に

も関わらず, お互 い の 工夫やよさを発見すること に よ っ て交

流の深まりをみる ことが で きたと いえる｡ こ れ は, 先述した

粘土の可塑性の魅力によると ころが大き い ｡ こ の点は, そ れ

ぞれ発達の異なる児童 ･ 生徒の個 々 の 水準に応じる ことが で

きる優れた点であるとい える｡ ま た, 児童と生徒がお互い の

作品を鑑賞し合い, 面白い点を言い合い , 問題の ある部分は

すぐに修正が可能である こと によ っ て互い の
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン も弾 ん で い た こ とをあげる ことが で きる｡

4 回目の授業で は, 作 り上げた作品を焼成されるが, こ
こ

で もオ レ ン ジ色 に焼けて い る作品の見学は児童
･ 生徒たち に

と っ て イ ン パ ク ト の ある体験で あ っ た よう に思われる｡ こ れ

らは
,
い ずれも土粘土とい う独自の自然素材が も つ 特長, 焼

き物づくり の醍醐味に よると ころが大き いも の とい う ことが

でき
,
発達 の 義 障害の有無を越えて様々な レ ベ ル で 関わる

こと の で きる素材 (教材) と い え るの で はな い だろうか｡

5 異校種 間に お ける共同研究の 意義

異校種附属学校間で の交流は, 数年前から いく つ か の ス タ

イ ル で行われ て い た｡ しか し, こ れ らの活動は
一

方 の学校の

児童 (生徒) がもう
一

方の学校の生徒 (児童) を訪問し1
-

2 校時を費やして授業を行う形が はとん どで あ っ た｡ 交流杏

行う学年や学部の担当教員が事前に打ち合わ せ を行い , 児童

生徒がともに楽しめる活動を準備して い た｡ 小学生が養護学

校 へ行き ス ポ
ー ツ を楽しむ , 養護学校生が幼稚園を訪ね

一

緒

に おもち ゃ を作 っ て遊 ぶ等の実践例がある｡

しか し
, 先述されたよう に , は ぼ例外なく授業は 1 回で完

結し て しまう｡ そ の ため, 活動に継続性が見られな い , 次回

は こうしようとい う発展性をもた せ る ことが できな い , と い

-
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う問題点をかかえ て い た｡ に もかかわらず
,
こ の ス タイ ル は

双方の教育課程調整の難しさ, 教材選択の問題点などから,

今ま で何度となく繰り返され て きて い た｡

今何の共同授業で はそれま で の交流活動の実態をもう 一

度

検証した｡ そ して , この 授業が双方にと っ て何らか の積極的

な意味があるもの に したい
, ただ単 に ｢ 交流 の授業をした｣

と い うだけ で終わ っ て はい けない の で はな いかと考えた｡ そ

こ で企画段階から, 従来とは異なる方法をと っ た｡ 以下 に そ

の いく つ かを述 べ て みた い ｡

第 一

に
, 中JL ､ と な っ て 指導を行う教員が , まず授業前に綿

密な打ち合わせを行い , 小学校 ･ 養護学校の双方が, それ ぞ

れ の立場にお い て授業の目的, ね らい をし っ か りも っ ことを

共通理解した｡ 相互理解とい う観点から言えば
, 何もしな い

より交流学習を行う ことは確か に双方にと っ て よい こ とで あ

る｡ そ こ から
一

歩進ん で
,
どうすれば双方の学校の児童 ･ 生

徒に と っ て何らか の意味の ある学習に なるかとい う点にお い

て
, 意見を出し合 っ た｡

特 に , 今回の 授業は ｢地域 へ の働きか け｣ とい う共通点が

発端であ っ たため
,
それ を生かすことが授業におけるポイ ン

ト の
一

つ と なりうると思われた｡ そ こから今回の ｢
一

緒に｣

｢ もの づくり｣ を行 っ て み て はどうかと いう授業案が提示さ

れた｡

第 二 に
, 今ま で に指摘され続け てきた継続性をもたせる こ

とが必須条件で あると考えた｡ 今ま で の ス タ イ ル で は, 一

緒

に勉強した相手の名前すら覚えられな い うちに学習の時間が

終わ っ て しまう ことが は とん どで あ っ た｡ そ の ため
, 同 じ児

童生徒同士で何度か繰り返して交流をもて な いかと い う意見

が自然に出て きて , 複数回に わたり授業を行うと い う形に た

どり着いた｡

ま た, 継続性及び発展性の観点から, 今回の学習で は, 土

粘土を使用する ことで対応して みようと考えた｡ 先述したよ

う に , 土粘土そ の もの の も っ可塑性や手触りの良さ等の特徴

は他の素材に代え難い も の で ある｡ 同時 に粘土を使用する作

品にお い て は, 焼成前に乾燥させる時間が必要で あり, 継続

性がある｡ 他方, 焼成など児童生徒のみ で は達成で きな い工

程も含まれる｡ しか しそ れを見学すると い う間接的な活動の

中でも
,
児童生徒が何らかの 形でかかわりをも っ こ とが でき

る可能性を考え, 試行し てみる こととした｡

第三 に
, 指導 の中心とな っ て い る教員で, 授業に つ い て の

検討会を必ず行う こととした｡ 今ま で はそれぞれ の学校で簡

単な反省会をもち, そ こ で出た意見を研究 ス タ ッ フ 内で伝え

合う ことが主であ っ た｡ 今回は各学校の教員の 目か ら見た児

童生徒の様子やそ の変容を, 授業が終わるごと に報告し合 っ

た り, 次の授業に つ い て検討を行 っ た りした｡ 検討内容の例

を示すと, ①授業者の指示が双方の児童生徒に と っ て わかり

やすいもの で あ っ たかどうか
, ②養護学校生徒の 呼び名に つ

い て ( お兄さん, お姉さん で はなく名前で 呼ん でもらう こと

の大事さ, 養護学校生徒は名札を っ け て い こ うと い う提案)

などが あ っ た｡

こ の第三 の留意点が , 今回 の共同研究に お い て大変重要な

役割を果たすこと にな っ た｡ 児童生徒の実態をある程度知 っ

て い るス タ ッ フ と, ほ とん ど知らない ス タ ッ フ とが 一

緒 に指

導を行う の で , 授業の 内容が児童生徒に ど こま で通じ て い る

か
,
と い う点だけで も学校に よ っ て異なる｡ そ れを授業後に

必ず話し合い , 次回ど の よう にすれば児童生徒にと っ て よ り

分かりやすい指導に なるのかを探 っ て いく｡ 多岐 にわた っ て

の情報交換をともな っ た こ の検討会は, その後 の児童生徒 へ

の指導に反映されただけで なくそれぞれ の ス タ ッ フ 自身にと っ

て か なり有効で あ っ た｡

この検討会で, 児童の感想文や児童生徒の言動等に つ い て
,

そ れ ぞれ の立場から多角的な検討がで きた ことも大きな収穫

とな っ た｡ 小学校や養護学校の教員は, 児童生徒の姿を日頃

見慣れて い るだけ にある程度の先入観 固定観念があると言

えるo それ を, あま り先入観の な い目か ら見る こと で より客

観的に児童生徒の言動を解釈する ことが で きた｡

こ れ ら の観点をまとめると
, 本研究授業を行うこと で次 の

ような意義や意味を得たと い う ことが で きる｡

①それぞれ の専門の立場か ら有益な情報が提供され, 研

究を進め て いく上にお い て 多面的な考察が可能にな っ

た｡

②研究 ス タ ッ フ 間の立場を超えた議論が生まれた｡ ま た,

その こ と に よ っ て互 い の 子ども観や教育観の深まりを

得た｡

③毎回継続して繰り返される協議に よ っ て
, 異校種附属

学校間及び大学 ･ 学部と の共通理解がすすみ, 楽 し い

共同研究に な っ た｡

④教育学部における共同研究の あり方に関する新たな可

能性をみる事が できた｡

おわ りに

今回の共同授業は, 企画を立て 中心 にな っ て授業を行う ス

タ ッ フ に も予想の つ か ない点を いく っ も抱えたまま行われた

と いう 一

面もあ っ た｡ しか し
, 結果と して は, 学部及び小学

校 ･ 養護学校から注目される試みとな っ た｡ 新学習指導要領

にも取り上げられ て い る こ ともあり, 今後ますます交流学習

が増加するで あろうと予想される中で ,
一

つ の 形 を示した実

践例とな っ た の で はな いかと思われる｡

反面, その 中で, 異校種附属学校間における交流学習が今

後実施される時に留意す る必要の ある ことがわか っ て き た の

も事実である｡ 以下 にそ の点を挙げて みたい ｡
一

つ は , 交流学習を行う学年の組み合わせ で ある｡ 今回 は

小学校2 年生と
, 高等部 1 - 3 年生で あ っ たが

,
この組み合

わせが果たして学習効果のあるもの で あ っ た の か どうか は
,

意見が分かれるもの と思われる｡

高等部の生徒自身から ｢本当に′J 嘩生と｣ 陪に勉強するの ? ｣

と い う声がわずかなが ら出た の は事実で あるし
, 養護学校の

保護者ア ン ケ ー

ト に も ｢ 同じ高校生との交流はできな い の で

し ょ うか ? ｣ とい う声があが っ て い た｡ 本学部の場合, 附属
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教員養成系学部 と附属学校 と の 共同研究 に関する
- 試 案

学校に は幼稚園 ･ 小学校
･

中学校はあるが , 高等学校が存在

しな い ｡ そ の ため附属学校間で交流学習を行うとすると, 義

護学校の 高等部生徒が交流で きる
一

番近 い学年は中学校3 年

生に な っ て しまう｡ 特 に高等部の生徒に言える こと であるが,

どの学年と交流を行うに せ よ, 生活年齢との ギ ャ ッ プ を どの

よう に考え て い くか ,
どう配慮する べ きか は今後考察を重ね

て い く必要があると思われる｡

他 に , 学習で取り上げる題材は どの ようなも のがよ いかと

いう問題がある｡ 今回はもの づ くりを取り上げたの だが ,
こ

れ は児童生徒によ っ て は, 好 き嫌い があるため取り組み方の

差が生じる可能性がある｡ た だ, 先述したよう に , 今回の教

材として使用した土粘土素材はそれぞれ の発達や手の巧轍性

の差違によ っ て様々 に応じる ことの で きる内容の 多様さや深

さをも っ て い ると いえる｡ も ち ろん対象の児童ある い は生徒

の全て が受け入れやすい題材を提示することば非常に難しい ｡

な る べ く多く の児童生徒が意欲的に取り組めるもの を提示で

きる よう に
,
さ ら に教材研究を深めた いと考える｡

ま た
, 活動の実施場所に つ い ても, 学校 に よ っ て 意見が分

かれると ころで あ っ た｡ 今回, 制作は
一

貫 して小学校の 図工

室で行 っ たが, 養護学校に は い っ も と違う場所 へ 出か けて授

業を行うと いう こと で緊張する生徒もいた｡ そ こ で , 第 2 回

の授業後に養護学校の教員から ｢ こ ちらに釆て もらう ことば

で きな い か｣ と い う意見が出て い た｡ 今回の場合, 次の条件

があり
,
養護学校で も授業を行う ことは困難であると考えら

れ て い た｡ ①図工室です で に授業の雰囲気が でき つ つ あ る こ

と
, ② こ れま で の交流学習よ り回数が多い とはい え, な お十

分な回数とはいえず授業の場所を変えるとかえ っ て児童生徒

の混乱を招く恐れがある こと, ③養護学校で授業会場に使え

そ うな教室が教育実践研究会の公開授業会場にな る こ となど｡

今回は上記の よ うな条件を説明し, 納得して い ただ いた｡ し

か し
, 授業会場に双方の学校の教室を使用することは, 今後

複数回にわた っ て授業を行える場合に はぜ ひ配慮する べ き ポ

イ ン ト に な る と考えられた｡

おわ り に
, 本共同研究は研究 ス タ ッ フ を越え , 学部及び附

属学校の様々な研究協力の上に こそ成り立 っ て い た こ とを記

さずに はおれな い ｡ 例えば, 異校種問の共同授業を実現する

た め に は各学校間の 時間割 の調整が不可欠で ある｡ そ の た め

に各附属学校 の校長で ある安藤修平先生, 中井学先生, 副校

長の杉本豊
-

先生, 佐藤鉄朗先生をはじめ関係の先生方の報

身な ご協力をいただい た｡ ま た, 交涜授業が開始された際,

酪属養護学校高等部, 附属小学校図工村の先生方には多大な

ご協力を得た｡ ま た, 学部施設の使用に あた っ て は, 塚野州

一

学部長はじめ美術教育講座, 山瀬普吾先生の ご協力を得た｡

植木鉢の配布にあた っ て は, 時津頁学長はじめ大学関係の方々 ,

地域住民の方々 に暖か い協力を得た｡ そ して何 よりも研究の

対象である附属学校の 児童 ･ 生徒の 皆さん に ご協力い ただき

ま した｡ 本研究は少なくとも こ こ に述 べ た方 々 の ご協力がな

ければ成立し得ない ことは明らか で ある｡ こ こ に研究 ス タ ッ

フ よ り改め て感謝申し上げると同時に , 今後, 学部と附属学

校そし て地域をまき こ ん で の共同研究の あり方が , 何 らか の

犠牲的協力の上に成り立 っ の で はなく, それ ぞれ の関係者に

と っ て少しで も意義ある試みとなる方向を模索し つ つ , 継続

的に研究を積み上げて い きた いと思う｡

註

( 1 ) 学習指導要領にお ける生活科の教科目標は以下の通

り である｡ ｢ 具体的な活動や体験を通 して , 自分と身近

な人々
, 社会及び自然との かかわり に関JL ､ を も ち, 自分

自身や自分の生活に つ い て考えさせるととも に , そ の過

程に お い て生活上必要な習慣や技能を身に つ けさせ, 自

立 - の 基礎を養う｡｣

( 2 ) 知的障害児の教育に つ い て は, 19 87 年 の 国際障害者

年を境に , ノ ー

マ ラ イ ゼ
ー シ ョ ン 社会の構築をと, 世界

的に叫ばれるよう にな っ て きた｡ この 波は,
一 気 に知的

障害児者の差別の撤廃や人権擁護 - と波及して きて い る｡

ノ ー

マ ラ イ ゼ
ー シ ョ ン と は

, 文字通り ｢正常にする｣ と

い う意味だ｡ そ の対象は社会の あり方で ある｡ こ れ ま で,

同 じ社会に住みなが ら
, 障害を持 っ 人は コ ロ ニ

ー の よ う

な施設に分かれ て暮らして きた. 障害者は障害者同士静

かに暮らす のがよ いと 一

般的に考え られ て い たからで あ

る｡ そ の古 い考えが崩れ ようとして い る｡

現在, 日本 で障害者は19 3 万人い ると言われ て い る｡

(｢ 平成9 年版障害者白書｣ より) 障害に は肢体不自由,

内部障害, 視覚障害, 聴覚障害, 精神障害があり, そ の

中で 知的障害をも っ て い る人は約41 万人で あ る｡ 知的

障害をも っ た児童や生徒は, 表現がうまく伝える ことが

で きな いため に , ま たは稚拙で あるため に
, 内容 の真偽

に つ い て疑 い の目で とらえられ て きた｡ ｢ 白痴｣ や ｢ 精

神薄弱｣ と呼ばれ て蔑まれ てきた所以 で ある｡ 他 の障害

をもつ もの で あれば, 例えば
,
肢体不自由児は頭脳を駆

使して表現をし, 聾児は手話で訴える ことが で きた｡ し

か し, 知的障害者はそ の障害 の特質故に , 人間性や自己

表現が正当に評価されずに生きぎるを得な いと い う差別

の歴史を背負 っ て きたの で ある｡ 特殊な才能をも っ た山

下清氏などの活躍などを通して
, 次第に理解が深ま っ て

きたo だ が, い ま だ に 理解 の度合い は低い と言わざ るを

得な い現状で ある｡

( 3 ) こ の 点に 関し て は例えば拙稿 (竹井) ｢ 今 日, こ ど も

ら ぁ はじめて と話が で きたわ ぁ - l 年生教師の奮闘記- ｣

『子どもと美術』 あゆみ出版 N o .2 7 ( 199 1 年) , 3 4-3 9 頁

を参照いただきた い ｡

( 4 ) こ の点 に関し て は拙稿 (竹井) ｢『っ や ま造形塾』 か ら

『富大遊ばん会』 の実践活動を通じて得られた こと一教

員養成系大学における美術教育の可能性- ｣ 『ア小エデ ュト

ション』 N O .2 9 建吊社 (1 9 99 年) に これ ま で の活動の 概要

が書かれ て い るの で併せ て参照されたい ｡

( 5 ) こ の点 に 関して は
,
『未来の扉を開けよう』 富大附属

小学校著, 『豆小僧たち の挑戦- ひ ろがれ ! 大豆 ワ
ー ル

ド - 』 富大附小2 年2 組著 (2 00 0 年) 等 に活動の様子が

≡il翌i] ≡



書かれ て い るの で併せ て参照いただきた い ｡

( 6 ) 地面 に 穴な どを あけて 土器などを焼く最も初期の焼

成方法｡ 古代の焼き物は こ の手法を用い て焼成され て い

たとみ られ, 教育現場にお い て も活動の ダイ ナ ミ ッ ク さ

から好ん で用 いられるケ ー

ス も少なくな い ｡

( 7 ) 附属小学校と附属養護学校との交流は, 附属小 1 年

生と附属養護学校中学部, そ して , 附属小学校2 年生と

附属養護学校小学部でそれぞれ年に 1 回の交流会が継続

され て い る｡

( 8 ) こ の視点で の分析に関して は, 筆者 (早川) の こ れま

で の遊びを核にすえた教育実践の成果に よ ると ころが大

き い ｡ 拙著 『わんばくたち の独立宣言』 (国土社) に は,

筆者 の遊びと教育 の統合に関する論考がある｡ 併 せ て参

照された い ｡

( 9 ) 自閉症と呼ばれ る子は, そ の場 の雰囲気が自分に 合

わな い と感じたら素直に表現を し, 拒否する場合はすぐ

に逸脱行為に及ぶ｡

(10) 二 人 の生徒の作文を我々 は素直な心の表出と して 受

け入れた いと考える｡ 何故なら彼らは こ の文を書く こと

に教師や ク ラ ス メ
ー

トや小学生に対し ｢利害関係｣ を意

識して い な い から である｡ た だ素直に喜びや感謝を表現

しようとして い るから で ある｡

(ll) これ は例えば, 第1 回目の授業で行 っ た, 粘土タ ワ ー

で の遊びを通じ て
, 第 2 回目, 3 [司目の 植木鉢の模様付

けに関わ っ て ,
ま た模様付けの間の世間話とい う形で ,

ま た
, 最終回の鉢配りの授業で の休憩時問の遊び等にお

い て顕著に見られた｡ と りわけ最終回の授業時にお い て

は
, 附属小学校児童と養護学校生徒が , 肩車や レ ス リ ン

グ などの遊びを ごく自然に行うと い う シ ー ン が見られる

ま で に な っ た｡
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付記 : 本研究は できる限り多くの 関係者に知 っ て もら い ,

教育学部と附属学園の共同研究の可能性の
一

端を知 っ て もら

う ことが重要で あると考え , 多く の写真や意見を掲載し, 相

当数の別刷りを必要としたが, それ は教育学部, 竹井の受け

た財団法人富山第
一

銀行奨学財団の研究助成によ っ て可能に

な っ た｡ こ こ に付して御礼を申し上げたい ｡

- 1 3 2 -




